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1. 感染症発生動向調査事業 

 

 感染症発生動向調査事業は、平成 11年 4月 1日から施行された「感染症の予防及び感染症の

患者に対する医療に関する法律」の第三章（第 12 条～16 条）に基づき、「感染症の予防及び感

染症の患者に対する医療に関する法律の施行に伴う感染症発生動向調査事業の実施について」

（平成 11年 3月 19日健医発第 458 号）により国の施策として位置づけられた。 
本県でも、県内の患者発生状況、病原体の検索等感染症に関する情報を迅速かつ的確に把握

し、その情報を速やかに地域に還元することにより、医療機関における適切な初期診断に役立

てるとともに、予防接種、集団生活の管理、衛生教育など適切な予防措置を講じ、感染症の発

生及びまん延の未然防止、有効かつ的確な感染症対策に資することを目的として、「長崎県感染

症発生動向調査事業実施要綱」（平成 25年 10月 14日に一部改正）が定められている。 
 本調査では全数把握及び定点把握の感染症を対象とし、全数把握の対象感染症については、

患者を診断した医師が最寄りの保健所に届出を行うよう義務づけられている。また、定点把握

の対象感染症は、県内の指定感染症届出機関（定点医療機関）から、毎週または毎月、管轄保

健所に患者数が報告されている。長崎県感染症情報センターでは、患者情報及び病原体情報に

ついて、週及び月単位で国への報告を行い、国の集計を経て還元された情報を用いて収集・分

析を行い、その結果を長崎県医療政策課、政令市保健所及び県立保健所、長崎県医師会などの

関係機関に提供している。 
なお、類型による医師からの届出・報告基準については下表のとおりである。 

 

類  型 届出・報告 対  象 

一類～四類感染症     （全数） 直ちに 全医療機関 
五類感染症        （ 〃 ） 7 日以内 〃 
新型インフルエンザ等感染症（ 〃 ） 直ちに 〃 
指定感染症             （ 〃 ） 直ちに 〃 
五類感染症（定点）         小児科 週単位 定点医療機関 

〃               インフルエンザ 〃 〃 
〃                    眼科 〃 〃 
〃                    STD* 月単位 〃 
〃                    基幹 週及び月単位 〃 

* STD (Sexually Transmitted Diseases) = 性感染症 
 
 
2. 対象感染症 
 
（1）全数把握の対象感染症 
 ①一類感染症 

(1)エボラ出血熱、(2)クリミア・コンゴ出血熱、(3)痘そう、(4)南米出血熱、(5)ペスト、 
(6)マールブルグ病、(7)ラッサ熱 
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②二類感染症 
    (8)急性灰白髄炎、(9)結核、(10)ジフテリア、(11)重症急性呼吸器症候群（病原体がコロナウイ

ルス属SARS コロナウイルスであるものに限る。）、(12)鳥インフルエンザ（H5N1） 
 
 ③三類感染症 

(13)コレラ、(14)細菌性赤痢、(15)腸管出血性大腸菌感染症、(16)腸チフス、(17)パラチフス 
  
④四類感染症 

 (18)E 型肝炎、(19)ウエストナイル熱（ウエストナイル脳炎を含む。）、(20)A 型肝炎、(21)エキ

ノコックス症、(22)黄熱、(23)オウム病、(24)オムスク出血熱、(25)回帰熱、(26)キャサヌル森

林病、(27)Q 熱、(28)狂犬病、(29)コクシジオイデス症、(30)サル痘、(31)重症熱性血小板減少

症候群（病原体がフレボウイルス属SFTS ウイルスであるものに限る。）、(32)腎症候性出血熱、

(33)西部ウマ脳炎、(34)ダニ媒介脳炎、(35)炭疽、（36）チクングニア熱、 (37)つつが虫病、(38)
デング熱、(39)東部ウマ脳炎、(40)鳥インフルエンザ（鳥インフルエンザ（H5N1 及びH7N9）
を除く。）、(41)ニパウイルス感染症、(42)日本紅斑熱、(43)日本脳炎、(44)ハンタウイルス肺症

候群、(45)Ｂウイルス病、(46)鼻疽、(47)ブルセラ症、(48)ベネズエラウマ脳炎、(49)ヘンドラ

ウイルス感染症、(50)発しんチフス、(51)ボツリヌス症、(52)マラリア、(53)野兎病、(54)ライ

ム病、(55)リッサウイルス感染症、(56)リフトバレー熱、(57)類鼻疽、(58)レジオネラ症、(59)
レプトスピラ症、(60)ロッキー山紅斑熱 

 
⑤五類感染症（全数） 
(61)アメーバ赤痢、(62)ウイルス性肝炎（E 型肝炎及び A 型肝炎を除く。）、(63)急性脳炎（ウ

エストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ

脳炎及びリフトバレー熱を除く。）、(64)クリプトスポリジウム症、(65)クロイツフェルト・ヤ

コブ病、(66)劇症型溶血性レンサ球菌感染症、(67)後天性免疫不全症候群、(68)ジアルジア症、

(69)侵襲性インフルエンザ菌感染症、(70)侵襲性髄膜炎菌感染症、(71)侵襲性肺炎球菌感染症、

(72)先天性風しん症候群、(73)梅毒、(74)破傷風、(75)バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌感染

症、(76)バンコマイシン耐性腸球菌感染症、(77)風しん、(78)麻しん 
 
 ⑥新型インフルエンザ等感染症 

(105)新型インフルエンザ、(106)再興型インフルエンザ 
 
⑦指定感染症 
(107)鳥インフルエンザ（H7N9） 

 
（2）定点把握の対象感染症（五類感染症） 
  五類感染症（定点） 

(79)RS ウイルス感染症、(80)咽頭結膜熱、(81)A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎、(82)感染性胃腸

炎、(83)水痘、(84)手足口病、(85)伝染性紅斑、(86)突発性発しん、(87)百日咳、(88)ヘルパンギ

ーナ、(89)流行性耳下腺炎、(90)インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ
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等感染症を除く。）、(91)急性出血性結膜炎、(92)流行性角結膜炎、(93)性器クラミジア感染症、

(94)性器ヘルペスウイルス感染症、(95)尖圭コンジローマ、(96)淋菌感染症、(97)クラミジア肺

炎（オウム病を除く。）、(98)細菌性髄膜炎（インフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因と

して同定された場合を除く。）、(99)ペニシリン耐性肺炎球菌感染症、(100)マイコプラズマ肺炎、

(101)無菌性髄膜炎、(102)メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症、(103)薬剤耐性アシネトバク

ター感染症、(104)薬剤耐性緑膿菌感染症 
 
法第 14条第 1項に規定する厚生労働省令で定める疑似症  
(108)摂氏 38 度以上の発熱及び呼吸器症状（明らかな外傷又は器質的疾患に起因するものを除

く。）若しくは(109)発熱及び発しん又は水疱（ただし、当該疑似症が二類感染症、三類感染症、

四類感染症又は五類感染症の患者の症状であることが明らかな場合を除く。） 
  
 

3. オンラインシステムによる積極的疫学調査結果の報告の対象  
 

二類感染症  
(12)鳥インフルエンザ（H5N1） 
 
 

4. 定点医療機関数 
 

患者定点 
 

※（ ）内は報告単位を示す。 

 
 
 

管轄保健所 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

（週） 
小児科

（週） 
眼科 
（週） 

基幹 
（週） 

STD 

（月） 
基幹 
（月） 

疑似症 
（随時）

長 崎 市 17 10 3 3 3 3 26 
佐 世 保 市 11 6 1 1 2 1 17 
西 彼 6 4 1 1 1 1 8 
県 央 10 6 1 1 2 1 17 
県 南 8 5 1 1 1 1 10 
県 北 4 3 0 1 1 1 6 
五 島 5 4 1 1 0 1 5 
上 五 島 3 2 0 1 0 1 3 
壱 岐 3 2 0 1 0 1 4 
対 馬 3 2 0 1 0 1 4 
合 計 70 44 8 12 10 12 100 
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病原体定点 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5. 感染症情報の提供 
 
 毎週、「長崎県感染症発生動向調査速報」を作成し、長崎県医療政策課、県立保健所、政令市

保健所、長崎市衛生環境試験所等に E メールで速報を配信し、各保健所から定点医療機関へ報

告をおこなっている。また、長崎県医療政策課を通じ、教育庁体育保健課等関係機関及び長崎

県医師会に報告がなされている。さらに、一般県民及び医療機関の関係者に向けて感染症情報

のホームページを開設し、感染症の予防及び拡大防止に寄与している。 
 
 
6. 報告週対応表（2013年） 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管轄保健所 
ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ

（週） 
小児科

（週） 
眼科 
（週） 

基幹 
（週） 

長 崎 市 1 1 1 3 
佐 世 保 市 2 1 0 1 
西 彼 0 1 0 1 
県 央 1 2 0 1 
県 南 0 1 0 1 
県 北 0 1 0 1 
五 島 1 0 0 1 
上 五 島 1 0 0 1 
壱 岐 1 0 0 1 
対 馬 1 0 0 1 
合 計 8 7 1 12 

週 月 火 水 木 金 土 日 週 月 火 水 木 金 土 日
1月 1 31 1 2 3 4 5 6 7月 27 1 2 3 4 5 6 7

2 7 8 9 10 11 12 13 28 8 9 10 11 12 13 14
3 14 15 16 17 18 19 20 29 15 16 17 18 19 20 21
4 21 22 23 24 25 26 27 30 22 23 24 25 26 27 28
5 28 29 30 31 1 2 3 31 29 30 31 1 2 3 4

2月 6 4 5 6 7 8 9 10 8月 32 5 6 7 8 9 10 11
7 11 12 13 14 15 16 17 33 12 13 14 15 16 17 18
8 18 19 20 21 22 23 24 34 19 20 21 22 23 24 25
9 25 26 27 28 1 2 3 35 26 27 28 29 30 31 1

3月 10 4 5 6 7 8 9 10 9月 36 2 3 4 5 6 7 8
11 11 12 13 14 15 16 17 37 9 10 11 12 13 14 15
12 18 19 20 21 22 23 24 38 16 17 18 19 20 21 22
13 25 26 27 28 29 30 31 39 23 24 25 26 27 28 29

4月 14 1 2 3 4 5 6 7 10月 40 30 1 2 3 4 5 6
15 8 9 10 11 12 13 14 41 7 8 9 10 11 12 13
16 15 16 17 18 19 20 21 42 14 15 16 17 18 19 20
17 22 23 24 25 26 27 28 43 21 22 23 24 25 26 27
18 29 30 1 2 3 4 5 44 28 29 30 31 1 2 3

5月 19 6 7 8 9 10 11 12 11月 45 4 5 6 7 8 9 10
20 13 14 15 16 17 18 19 46 11 12 13 14 15 16 17
21 20 21 22 23 24 25 26 47 18 19 20 21 22 23 24
22 27 28 29 30 31 1 2 48 25 26 27 28 29 30 1

6月 23 3 4 5 6 7 8 9 12月 49 2 3 4 5 6 7 8
24 10 11 12 13 14 15 17 50 9 10 11 12 13 14 15
25 17 18 19 20 21 22 23 51 16 17 18 19 20 21 22
26 24 25 26 27 28 29 30 52 23 24 25 26 27 28 29
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Ⅱ 感染症発生動向調査結果 
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1. 全数把握の対象感染症 
 
「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（以下、「法」という）について、

平成25年に以下のとおり改正が行われた。 
 施行日 「疾病名」 変更内容 

① 平成25年3月4日 
「重症熱性血小板減少症候群（病原体がフレボウ

イルス属SFTSウイルスであるものに限る。）」 
四類感染症へ追加

② 平成25年4月1日 
「侵襲性インフルエンザ菌感染症」、「侵襲性髄膜

炎菌感染症」、「侵襲性肺炎球菌感染症」 
五類感染症（全数）

へ追加 

③ 平成25年4月1日 「髄膜炎菌性髄膜炎」 
五類感染症（全数）

から削除 
④ 平成25年5月6日 「鳥インフルエンザ（H7N9）」 指定感染症へ追加

⑤ 平成25年10月14日 
「感染性胃腸炎 

（病原体がロタウイルスであるものに限る。）」 
五類感染症（定点）

基幹へ追加 
 
上記改正に係る根拠法令は以下のとおり。 
① 法第12条第1項及び第14条第2項に基づく届出基準の一部改正について（平成25年2月22日健

感発0222第2号）等 
② 法施行規則の一部を改正する省令（平成25年厚生労働省令第23号） 
③                                〃 
④ 鳥インフルエンザ（H7N9）を指定感染症として定める等の政令（平成25年政令第129号）等 
⑤ 法施行規則の一部を改正する省令（平成25年厚生労働省令第114号）等 
 
 
本県における平成 25年の全数把握の対象疾患の届出状況は下記のとおりであった。 

 
（1）一類感染症 
 
届出なし 

 
（2）二類感染症 
 
① 結核 
 結核は、結核菌群による感染症で、主に飛沫核感染により気道を介して感染する。症状は咳、

喀痰、微熱が典型的とされており、胸痛、呼吸困難、血痰、全身倦怠感、食欲不振等を伴うこ

ともあるが、初期には無症状のことも多い。 

平成 25 年は 382 件の届出があり、月の報告数は 21～44 件で推移した。届出を男女別にみる

と、男性が189 件、女性が 193件でほぼ同数であり、過去 5年の推移はほぼ横ばいである。 
届出の年齢は 0歳～96歳。高齢になるにつれ届出数が多く、60歳代以上で全体のおよそ 65％

を占めていた。 
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類型別にみると、「患者」286 件、「無症状病原体保有者」95 件、「感染症死亡疑い」1 件で、

前年に比べ、「患者」で 24 件少なく、無症状病原体保有者は 16件多かった。 
「患者」の年齢別内訳は、80歳代で 90件、70 歳代で 65件、90歳代で 34件の順に多く、「無

症状病原体保有者」では、30 歳代が最も多く19 件、20、40、50、60歳代がそれぞれ 15件程度

であった。また、男女別にみると、「患者」では、男性が 149 件、女性が 137 件と男性の方が 1
割ほど多く、「無症状病原体保有者」では、男性が 39件、女性が 56件と女性が男性のおよそ1.5
倍であった。 
罹患した「患者」の職業をみると無職が 74％と最も多く、次いで会社員や自営業といった職

種が 16％を占めていた。一方「無症状病原体保有者」の職業は、看護師や介護士などの医療・

介護従事者が全体の 50％を占めた。次いで会社員や自営業といった職種が 20％を占め、無職は

全体の 17％であった。 
「無症状病原体保有者」のほとんどは、結核患者の接触者健診により発覚したケースであっ

た。平成 25 年は、7 月に長崎県医療政策課より発表された集団感染疑い事例以外にも介護施設

や医療機関、家族内における接触によると思われる感染事例が散見された。 
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患者の職業別割合 無症状病原体保有者の職業別割合 

無症状病原体保有者年齢・性別構成 

無症状 男 女 計

10歳未満 3 1 4
10歳代 2 1 3
20歳代 6 8 14
30歳代 8 11 19
40歳代 6 9 15
50歳代 1 14 15
60歳代 9 5 14
70歳代 3 7 10
80歳代 1 0 1
90歳代 0 0 0

計 39 56 95

結核の年齢・類型別届出件数 

患者年齢・性別構成 

患者 男 女 計

10歳未満 1 0 1
10歳代 0 0 0
20歳代 4 3 7
30歳代 5 11 16
40歳代 7 8 15
50歳代 9 16 25
60歳代 23 10 33
70歳代 39 26 65
80歳代 47 43 90
90歳代 14 20 34

計 149 137 286
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10歳以下 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

年代

届
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    患者・男性
　　患者・女性
　　無症状病原体保有者・男性
　　無症状病原体保有者・女性

10歳未満 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代

74%

6%

16%

1%2%
1%

無職 医療・介護従事者
会社員・自営業等 学生・園児
その他 不明

17%

50%

20%

1%7%

5%

無職 医療・介護従事者
会社員・自営業等 学生・園児
その他 不明
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（3）三類感染症 
 
① 腸管出血性大腸菌感染症 
腸管出血性大腸菌感染症はベロ毒素（Verotoxin ,VT）を産生する腸管出血性大腸菌の感染によ

って起こり、腹痛、水様性下痢及び血便を主症状とする全身性の疾患である。さらにベロ毒素

の作用により溶血性貧血、急性腎不全を来し、溶血性尿毒症症候群（HUS）を引き起こすこと

がある。 
本疾患の平成25年の届出総数は84件で、前年の43件から41件増加した。その内訳は「患者」

としての届出が48件、「無症状病原体保有者」が36件であった。それぞれの月別届出件数を以

下に示す。 
 

腸管出血性大腸菌感染症 月別届出件数 

（件） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

患者 - - 1 - 1 3 9 7 1 8 10 8 48 

無症状病原体

保有者 
1 - - - 2 - 6 1 - 3 4 19 36 

月別合計 1 - 1 - 3 3 15 8 1 11 14 27 84 

 
「患者」としての届出数が最も多かった月は11月であり、「無症状病原体保有者」では12月で

あった。 
年齢別に見ると、20歳以下の届出が84件中59件と7割以上を占めており、その中で「保育園児」

が最も多く30件、次いで「幼稚園児」が10件、「小学生」が9件であった。 
平成25年はO157による集団感染事例が1例、O26による集団感染事例が3例あり、いずれも初

発は保育園であった。各内訳は、以下のとおりである。 
 

腸管出血性大腸菌感染症 集団感染事例 
事例 

No. 

検出された 

血清型 

初発患者 

発病日 

集団発生患者合計 

（初発患者除く） 

患者 

（初発患者除く） 

無症状病原体 

保有者 

1 O26;H11 2013/7/24 12名 6名 6名 

2 O26;H11 2013/10/14 3名 0名 3名 

3 O157;H7 2013/11/9 12名 3名 9名 

4 O26;H11 2013/12/1 6名 1名 5名 

 
また、同一の保健所管内で発生した事例No.2とNo.4において、患者分離株（計9株）の分子疫

学解析を実施したところ、この二つの集団感染事例は関連性が高いと推察された。 
その他の散発事例については、家族内での接触感染と思われるものが4件、業務に伴う検便検

査により発覚したものが4件であった。 
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血清型の内訳は、「患者」としての届出の中ではO157が26件と最も多く、次いでO26が13件、

O103が3件で、その他O145、O111が各2件、O165、O121が各1件ずつあった。「無症状病原体保

有者」ではO157が18件で最も多く、次いでO26が14件、O146が2件、O169、O91が各1件であっ

た。患者から検出された病原体の毒素の保有状況をみると、VT1、VT2を共に有するものが35.4％
を占め、VT1またはVT2のみを有するものがそれぞれ39.6％、25.0％であった。 
 

腸管出血性大腸菌 血清型別内訳 
（件） O157 O26 O103 O145 O111 O146 その他 

患者 26 13 3 2 2 - 2 

無症状病原体保有者 18 14 - - - 2 2 

合計 44 27 3 2 2 2 4 

 
患者（48件）の症状は、水溶性下痢が47.9％、血便が52.1％、腹痛が60.4％、発熱と嘔吐が10.4％

であった。また、溶血性尿毒症症候群（HUS）の重症合併症の報告は男性1名のみであった。 
 

 
 

腸管出血性大腸菌 型別一覧 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第4週 

（1月） 
壱岐 

50歳代 

女性 
なし O26（VT1） 県内 

第12週 

（3月） 
県北 

10歳代 

女性 
腹痛・水溶性下痢 O165（VT1VT2） 県内 

第19週 

（5月） 
県南 

5歳未満 

男性 
血便 O111（VT1） 県内 

第20週 

（5月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
なし O157（不明） 県内 

〃 長崎市 
20歳代 

男性 
なし O157（不明） 県内 

第22週 

（5月） 
県南 

10歳代 

女性 
腹痛・水溶性下痢 O121（VT2） 県内 

第23週 

（6月） 
西彼 

60歳代 

男性 
腹痛・血便 O157（VT1） 県内 

第26週 

（6月） 
壱岐 

50歳代 

女性 
腹痛・血便 O157（VT1VT2） 県内 

第27週 

（7月） 
壱岐 

50歳代 

男性 
腹痛 O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
20歳代 

女性 
なし O157（VT1VT2） 県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第28週 

（7月） 
長崎市 

10歳代 

男性 
腹痛・水溶性下痢・嘔吐 O157（VT2） 県内 

〃 県央 
5歳未満 

女性 
腹痛・血便 O26（VT1） 県内 

〃 県央 
5歳未満 

女性 
その他（軟便） O26（VT1） 県内 

第30週 

（7月） 
壱岐 

5歳未満 

男性 
腹痛・水様性下痢・血便・発熱 O26（VT1） 県内 

第31週 

（7月） 
壱岐 

5歳未満 

男性 
その他（軟便） O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

女性 
その他（軟便） O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

女性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

女性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
腹痛・その他（軟便） O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
その他（下痢～軟便） O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
80歳代 

女性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
その他（軟便） O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
腹痛・水溶性下痢 O26（VT1） 県内 

〃 県南 
5~9歳代 

女性 
腹痛・その他（下痢） O157（VT2） 県内 

第32週 

（8月） 
県央 

20歳代 

男性 
腹痛・水様性下痢・血便・嘔吐 O145（VT2） 県内 

第33週 

（8月） 
佐世保市 

20歳代 

女性 
腹痛・発熱 O157（VT1VT2） 県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第33週 

（8月） 
長崎市 

10歳代 

女性 
腹痛・水様性下痢・血便 O145（VT1VT2） 大分県 

第34週 

（8月） 
佐世保市 

10歳代 

女性 
腹痛 O157（VT1VT2） 県内 

第35週 

（8月） 
県央 

20歳代 

女性 
なし O91（VT1） 県内 

第40週 

（10月） 
長崎市 

20歳代 

男性 
腹痛・その他（泥状便） O157（VT2） 県内 

〃 県南 
5~9歳代 

女性 
腹痛・血便 O157（VT1VT2） 県内 

第41週 

（10月） 
県南 

10歳代 

女性 
腹痛・その他（下痢） O157（VT1VT2） 県内 

第42週 

（10月） 
佐世保市 

5~9歳代 

女性 
腹痛・水様性下痢 O157（VT1VT2） 県内 

〃 佐世保市 
80歳代 

女性 
腹痛・水様性下痢・血便 O157（VT1VT2） 県内 

〃 県央 
70歳代 

女性 
腹痛・血便 O157（VT1VT2） 県内 

第43週 

（10月） 
県南 

5歳未満 

女性 
水様性下痢・血便 O26（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

女性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 県北 
5歳未満 

男性 
血便 O103（VT1） 県内 

第44週 

（10月） 
長崎市 

20歳代 

女性 
腹痛・水様性下痢・血便・嘔吐 O157（VT2） 県内 

〃 長崎市 
5~9歳代 

男性 
腹痛・水様性下痢・血便・嘔吐 O157（VT2） 県内 

第45週 

（11月） 
長崎市 

5~9歳代 

男性 
腹痛・水様性下痢・血便・嘔吐 O157（VT2） 県内 

〃 長崎市 
40歳代 

男性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 県央 
5歳未満 

女性 
水様性下痢・発熱 O26（VT1） 県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第46週 

（11月） 
県北 

5~9歳代 

男性 
水様性下痢 O157（VT1VT2） 県内 

〃 県北 
5歳未満 

男性 
水様性下痢 O157（VT1VT2） 県内 

第47週 

（11月） 
佐世保市 

5歳未満 

男性 
水様性下痢・血便 O157（VT2） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 

水様性下痢・血便・発熱・溶血性貧血・ 

急性腎不全・溶血性尿毒症症候群（HUS） 
O111（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
なし O146（VT2） 県内 

〃 県央 
20歳代 

男性 
腹痛・水様性下痢・血便 O103（VT2） 県内 

第48週 

（11月） 
佐世保市 

5歳未満 

女性 
腹痛・血便 O157（VT2） 県内 

〃 長崎市 
40歳代 

女性 
腹痛・水様性下痢・血便 O26（VT1） 県内 

〃 壱岐 
30歳代 

女性 
なし O146（VT2） 県内 

〃 壱岐 
50歳代 

女性 
なし O169（VT2） 県内 

第49週 

（12月） 
佐世保市 

5歳未満 

女性 
血便・その他（下痢） O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5歳未満 

女性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5歳未満 

男性 
血便 O157（VT2） 県内 

〃 長崎市 
70歳代 

女性 
血便・その他（粘血便） O103（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

女性 
腹痛・水様性下痢・血便 O26（VT1） 県内 

第50週 

（12月） 
佐世保市 

5歳未満 

男性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5~9歳代 

男性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5歳未満 

男性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5歳未満 

女性 
なし O157（VT2） 県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 型別（VT） 

推定 

感染地域 

第50週 

（12月） 
佐世保市 

5歳未満 

男性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5~9歳代 

女性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
5歳未満 

男性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 佐世保市 
20歳代 

女性 
なし O157（VT2） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

男性 
その他（軟便） O157（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 県南 
5歳未満 

男性 
なし O26（VT1） 県内 

〃 県南 
40歳代 

男性 
なし O157（VT1） 県内 

〃 県南 
20歳代 

女性 
なし O26（VT1） 県内 

第52週 

（12月） 
壱岐 

5歳未満 

女性 
腹痛・水様性下痢・血便 O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
30歳代 

女性 
なし O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
10歳代 

女性 
発熱・その他（下痢） O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
5~9歳代 

女性 
なし O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
5~9歳代 

女性 
なし O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
5歳未満 

男性 
なし O157（VT1VT2） 県内 

〃 壱岐 
60歳代 

女性 
水様性下痢・血便 O157（VT1VT2） 県内 
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② 腸チフス 
腸チフスはチフス菌の感染による全身性疾患である。39℃を超える高熱を伴い、比較的徐脈、

バラ疹、脾腫、下痢などの症状を呈する。 
平成25年は9月に1件の届出があった。届出があったのは20歳代の男性で、患者血液からの分

離・同定により、O抗原の9およびviが検出されたため腸チフスの診断となった。患者は一人旅

をしており、感染推定地域はインドネシアのジャカルタおよびジョグジャカルタで、経口感染

の原因については詳細不明であった。 

 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第36週 

（9月） 
長崎市 

20歳代 

男性 
高熱、比較的徐脈、脾腫、下痢 経口感染 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 
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数

患者 無症状病原体保有者

腸管出血性大腸菌感染症　年齢別届出総数
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腸管出血性大腸菌感染症　月別届出総数
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（4）四類感染症 
 
① A 型肝炎 

A 型肝炎は、A 型肝炎ウイルスによる感染症で、主な感染経路は汚染された食品や水などを

介した経口感染である。2～6 週間ほどの潜伏期を経て、発熱、全身倦怠感、食欲不振などの症

状とともに、黄疸や肝腫大などの肝症状が見られる。 
平成 25年は、12月に 1件の届出があった。 
届出患者の推定感染経路は経口感染で、発症 10 日程前の食事が感染原因として疑われた。保

健所による調査の結果、同一食材を喫食した家族には有症者がいないことが確認されている。 
 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第52週 

（12月） 
佐世保市 

60歳代 

男性 
全身倦怠感・食欲不振・黄疸・肝機能異常 

経口感染 

（冷凍食品） 
国内 

 
 

② 重症熱性血小板減少症候群（病原体がフレボウイルス属SFTS ウイルスであるものに限る。） 

本年 3月 4日から四類感染症として追加された、重症熱性血小板減少症候群（Sever Fever with 
Thrombocytopenia Syndrome : SFTS）は、中国の研究者らによって発表されたブニヤウイルス科

フレボウイルス属に分類される新しいウイルスによるダニ媒介性感染症である。感染経路はマ

ダニを介したものが中心だが、血液等の患者体液との接触により人から人への感染も報告され

ている。主な症状は、発熱と消化器症状（食欲低下、嘔気、嘔吐、腹痛、下痢）で、ときに頭

痛、筋肉痛、神経症状（意識障害、痙攣、昏睡）、リンパ節腫脹なども見られる。患者発生は西

日本に集中しているが、患者が確認されていない地域からもSFTS ウイルスを保有するダニが見

つかっていることから、それらの地域においても注意が必要である。 
本県においては、5 件の届出があり、うち 2 件は法施行前の平成 17 年に原因不明と診断され

ていたケースについて、医療機関で保存されていた検体からSFTS ウイルスを検出した掘り起こ

し事例であった。平成 25 年の発症例としては 3 件の届出があった。患者は、50 歳代から 70 歳

代が多く、保健所による聞き取り調査の結果、平成 17 年に死亡していた第 10 週の届出患者を

除いた 4件は、発症前にダニに咬まれていたか、山野などSFTS ウイルスを媒介するダニが多く

生息する場所に立ち入っていたことが判明した。第 29週に届出のあった事例は、家の中でダニ

に咬まれたことが感染原因と推定されたが、家庭内に生息するダニからのSFTS ウイルス検出の

報告はなく、屋外から持ち込まれたダニに咬まれた可能性が考えられた。 
3～11月にかけては、ウイルスを媒介するダニ類の活動が活発になるため、森林作業や農作業

など山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染する確率が高いことから、山野に出向く

機会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズボンなど肌の露出が少ない服装での作業を

行うなど、ダニによる刺咬予防の注意喚起が必要である。 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域

第10週 

（3月） 
西彼 

60歳代* 

男性 

発熱・頭痛・血小板減少・白血球減少・その他

（下血、腎機能障害、肝機能障害） 

平成17年の死亡例 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（詳細は不明） 

県内 

第11週 

（3月） 
長崎市 

50歳代* 

男性 

発熱・頭痛・神経症状・下痢・嘔吐・食欲不振・

全身倦怠感・血小板減少・白血球減少・リンパ

節腫脹・刺し口（左腋下、臀部、右大腿部） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（狩猟に伴うダニ咬傷） 

県内 

第22週 

（5月） 
長崎市 

60歳代 

男性 

発熱・食欲不振・全身倦怠感・血小板減少・白

血球減少・刺し口（両下肢）・その他（発疹） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（草むらでの作業） 

県内 

第29週 

（7月） 
対馬 

50歳代 

女性 

発熱・神経症状・下痢・食欲不振・血小板減少・

白血球減少 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（家の中でのダニ咬傷） 

県内 

第49週 

（12月） 
佐世保市 

70歳代 

女性 

発熱・腹痛・全身倦怠感・血小板減少・白血球

減少 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（農作業） 

県内 

  *掘り起こし事例については、罹患時点の年齢を記載している。 

 
 
③ つつが虫病 
つつが虫病は、つつが虫病リケッチアを保有するダニの一種「つつが虫」に刺されることで

感染する。5～14日の潜伏期を経て、全身倦怠感、食欲不振とともに頭痛、悪寒、発熱を伴って

発症する。ダニによって媒介される疾患であるため刺し口を確認することが診断の助けになる。 
平成 25年は 6件の届出があった。届出のあった月は、8月に 1件、10 月に 1件、11 月に 3件、

12 月に 1件であった。届出があった患者は、40 歳代から 80 歳代と中高年層が多かった。 
届出のあった事例は、聞き取りなどにより発症前に山野への出入りや作業、農作業を行って

いたとされるものが 5件で、残り 1 件は不明であった。3～11月にかけて媒介するダニ類が活発

になる時期であるため、そのような時期には、森林作業や農作業など山野での作業時あるいは

山野草等の採取時に感染する確率が高いことから、山野に出向く機会や農作業の多い中高年者

を中心に、長袖、長ズボンなど肌の露出が少ない服装での作業をおこなうなど、ダニによる刺

咬予防の注意喚起が必要である。 
 
 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第32週 

（8月） 
西彼 

60歳代 

男性 
頭痛・発熱・その他（食欲減退、倦怠） 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（詳細は不明） 

県内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第43週 

（10月） 
佐世保市 

80歳代 

女性 
発熱・刺し口（両足）・リンパ節腫脹・肺炎 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（詳細は不明） 

県内 

第46週 

（11月） 
壱岐 

50歳代 

女性 

頭痛・発熱・刺し口{左の二の腕（脇の近く）}・

リンパ節腫脹・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（詳細は不明） 

県内 

第47週 

（11月） 
壱岐 

80歳代 

男性 

頭痛・発熱・刺し口（右膝）・リンパ節腫脹・

発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（畑やハウスでの作業） 

県内 

〃 県北 
70歳代 

男性 
発熱・刺し口（不明）・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（家屋裏の草払い） 

県内 

第49週 

（12月） 
五島 

40歳代 

男性 
発熱・刺し口（左背部）・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（山の調査に従事） 

県内 

 
④ デング熱 
デング熱は主としてネッタイシマカやヒトスジシマカによって媒介されるデングウイルスに

よる感染症で、アジア、太平洋の諸島、オーストラリア北部、アフリカ、中南米の熱帯や亜熱

帯地域に広く分布する。3～7日間の潜伏期の後に突然の発熱で発症し、頭痛、眼窩痛、筋肉痛、

関節痛を伴うことが多い。患者の一部は、解熱の時期に血漿漏出や血小板減少による出血傾向

に基づく症状（デング出血熱）が出現する。 
デング熱の届出は、10月に 1件の届出があった。「病型」は「デング熱」で、「デング出血熱」

の報告は無かった。推定感染地域はインドで、保健所の聞き取り調査により発症の 1 週間前ま

で滞在していたことが判明した。 
わが国ではデング熱は 1942 年～1945 年にかけて西日本（長崎、佐世保、広島、呉、神戸、大

阪）で流行したことが報告されているが、現在デングウイルスは日本国内には常在していない

とされている。しかし、平成 25年 9月にドイツで発症した事例は、日本国内においてデングウ

イルスに感染した可能性は否定できないとの結論が出された。海外渡航者の増加とともに、帰

国後発症する例が国内で年間200例ほど報告されており、輸入感染症として重要な疾患である。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第42週 

（10月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
発熱・2日以上続く発熱・白血球減少 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（蚊からの感染） 

インド 
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⑤ 日本紅斑熱 
日本紅斑熱は、日本紅斑熱リケッチアを保有するマダニに刺されることで感染する。2～8 日

の潜伏期を経て頭痛、全身倦怠感、高熱などを伴って発症する。つつが虫病同様、ダニによっ

て媒介される疾患であるため、刺し口を確認することが診断の助けになる。 
平成 25年の届出は 2件であった。両届出ともに 9月の届出であった。罹患した年齢層をみる

と、60 歳代と 70 歳代の女性であり、昨年と同様に 60 歳代以上が主であった。発熱及び発疹症

状がいずれの患者にも認められたが、刺し口は 1症例でのみ確認された。 
森林作業や農作業など山野での作業時あるいは山野草等の採取時に感染する確率が高いこと

から、山野に出向く機会や農作業の多い中高年者を中心に、長袖、長ズボンなど肌の露出が少

ない服装での作業を行うなど、ダニによる刺咬予防の注意喚起が必要である。 
 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第36週 

（9月） 
長崎市 

60歳代 

女性 
発熱・発疹 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（詳細は不明） 

県内 

第37週 

（9月） 
佐世保市 

70歳代 

女性 
発熱・刺し口（背部）・発疹・肝機能異常 

動物・蚊・昆虫等からの

感染 

（畑での農作業） 

県内 

  
⑥ 日本脳炎 
 日本脳炎は、日本脳炎ウイルスによって起こるウイルス感染症である。人にはウイルスを保

有する蚊、主にコガタアカイエカに刺されることによって感染し、患者の発生は西日本に多い。

1～2週間の潜伏期を経て、急な発熱と頭痛を主訴として発症する。感染しても発症するのは 100
～1000人に1 人程度で、大部分は無症状で終わるが、発病すると死亡率は 20～40％と高く、死

亡や後遺症の危険性が高い。 
平成 25 年は、9 月に 1 件の届出があった。県内における本疾患の届出は 2 年ぶりである。患

者は 80歳代の女性で、発熱、意識障害、不随意運動（痙攣）の症状を呈し近医を受診後、他の

医療機関へ紹介入院となったが、その後死亡した。 
来季の患者発生をみないためにも発症率の高い小児や高齢者におけるワクチンの接種促進、

蚊に刺されないような服装や虫除けスプレーの使用など注意喚起が重要である。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第38週 

（9月） 
県央 

80歳代 

女性 
発熱・意識障害・不随意運動、・その他（血尿） 

蚊からの感染 

（詳細は不明） 
県内 
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⑦ レジオネラ症 
レジオネラ症は、レジオネラ属菌による感染症である。本菌は、土壌などの自然環境中に存

在する細菌であるため、汚染された土壌の砂塵や汚染された水（冷却塔水や給湯水など）のエ

アロゾルを吸入して空気感染または飛沫感染する。病型は、劇症型の「肺炎型」と一過性の「ポ

ンティアック熱型」がある。「肺炎型」はレジオネラ症の大半を占め、肺炎を主徴とする。全身

倦怠感、筋肉痛、発熱の非特異的症状に始まり、乾性咳、喀痰、胸痛が出現する。意識障害や

歩行障害などの中枢神経系の症状や腹痛や下痢等の消化器症状も見られる。「ポンティアック熱

型」は、発熱を主徴とし、全身倦怠感、悪寒、頭痛、筋肉痛などを伴うが肺炎はみられない。 
平成 25年の届出は 6件であった。月別にみると、5月に1 件、6月に 1件、7 月に 1件、8 月

に 1件、10月に 2件の報告がなされた。「病型」は肺炎を主症状とする「肺炎型」が 5件、発熱

を主症状とする「ポンティアック熱型」が 1 件であった。届出患者の年齢層は、60 歳代以上の

高齢者層であった。 
推定感染地域は 1 件が県内または中国とされ、他は全て県内での感染が疑われた。届出の半

数が感染経路「不明」とされたが、残り半数はいずれも屋外での作業中の感染が疑われた。水

系感染については、貯め水を使った洗浄中の感染と河川の清掃中の感染が疑われた。塵埃感染

については、腐葉土を用いたガーデニング中の感染が疑われた。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第20週 

（5月） 
五島 

80歳代 

男性 
発熱・咳嗽・呼吸困難・肺炎 不明 県内 

第26週 

（6月） 
佐世保市 

90歳代 

男性 
発熱・腹痛・下痢・意識障害 不明 県内 

第31週 

（7月） 
長崎市 

80歳代 

男性 
発熱・肺炎 不明 

県内又は 

中国 

第32週 

（8月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
発熱・肺炎・その他（関節痛、倦怠感） 

塵埃感染 

（ガーデニング） 
県内 

第44週 

（10月） 
県央 

60歳代 

男性 
発熱・意識障害・肺炎 

水系感染 

（洗浄用貯め水） 
県内 

〃 佐世保市 
60歳代 

男性 
発熱・呼吸困難・肺炎・その他（肝機能障害） 

水系感染 

（周辺環境清掃） 
県内 
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（5）五類感染症 
 
① アメーバ赤痢 
アメーバ赤痢は、赤痢アメーバの感染に起因する疾患である。病型は下痢、粘血便、しぶり

腹、鼓腸、排便時の下腹部痛などの消化器症状を主症状とする「腸管アメーバ症」と腸管部よ

りアメーバが血行性に転移することにより、肝膿瘍や高熱、嘔吐、体重減少、全身倦怠感を呈

する「腸管外アメーバ症」に大別される。感染経路には、赤痢アメーバに汚染された飲食物な

どの経口摂取や性的接触がある。 

  平成 25年の届出は、5月に 2件、2月、6月、8月、9月、10月、12 月にそれぞれ 1件、計 8
件で、昨年と同数であった。 
推定される感染原因・感染経路は、経口感染が 4件、性的接触（性交・異性間）が 2件で、 

他の 2件は不明であった。感染地域は、「インドネシア」、「韓国」が各 1件で、海外に渡航した

際に感染した事例であった。他 6件は「国内」で感染したものと推定された。病型別にみると、

7 件が「腸管アメーバ症」で、1件は「腸管外アメーバ症」と診断された。下痢や粘血便といっ

た症状で医療機関を受診する場合がほとんどであるが、がん検診がきっかけで本疾患と診断さ

れた事例もあった。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第5週 

（2月） 
長崎市 

20歳代 

女性 
下痢・粘血便 経口感染 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

第18週 

（5月） 
県北 

50歳代 

男性 
粘血便 

性的接触 

（性交・異性間） 
県内 

第21週 

（5月） 
長崎市 

70歳代 

男性 
肝膿瘍 不明 国内 

第26週 

（6月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
下痢・粘血便・しぶり腹・鼓腸・大腸粘膜異常所見 経口感染 県内 

第34週 

（8月） 
佐世保市 

40歳代 

男性 
下痢・粘血便・大腸粘膜異常所見 不明 国内 

第39週 

（9月） 
県央 

60歳代 

男性 
大腸粘膜異常所見 

性的接触 

（性交・異性間） 
韓国 

第44週 

（10月） 
長崎市 

70歳代 

男性 

下痢・粘血便・しぶり腹・鼓腸・腹痛・大腸粘膜異常

所見 
経口感染 県内 

第50週 

（12月） 
県央 

30歳代 

男性 
下痢・粘血便・腹痛 経口感染 県内 
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② ウイルス性肝炎（E型肝炎及びA 型肝炎を除く。） 
ウイルス性肝炎は、ウイルス感染を原因とする急性肝炎（B 型肝炎、C 型肝炎、その他のウイ

ルス性肝炎）である。肝炎ウイルスは血液を介して感染し、特にB型肝炎ウイルスは、 母子感

染や性感染にも注意が必要である。症状は、一般に全身倦怠感、感冒様症状、食欲不振、悪感、

嘔吐などの症状で急性に発症して、数日後に褐色尿や黄疸を伴うことが多い。発熱、肝機能異

常、その他の全身症状を呈する発病後間もない時期には、かぜあるいは急性胃腸炎などと類似

した症状を示すとされている。 
平成 25年の届出は 6月、9月、11月、12月に各 1件あり、計 4件であった。 
届出での「病型」はすべて「B 型」であり、推定感染地域はすべて「国内」であった。患者

は、いずれも男性であった。 
  感染原因・感染経路としては、いずれも性的接触（性交・異性間 2 件、経口・異性間 1 件、 
経口・同性間 1件）が推定された。2件については、カミソリの共用による感染も疑われた。 
 4月 1日より届出様式が改正され、診断方法に「遺伝子型」の記載が追加された。「遺伝子 
型」は 4件中 2件が「A 型」、1件が「B 型」、残る 1件は遺伝子型検査未実施であった。 
   

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第22週 

（6月） 
長崎市 

20歳代 

男性 
全身倦怠感・嘔吐・発熱・肝機能異常・黄疸 

性的接触 

（経口・同性間） 
県内 

第37週 

（9月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
全身倦怠感・肝機能異常・黄疸 

性的接触 

（性交・異性間） 

カミソリ 

県内 

第45週 

（11月） 
佐世保市 

50歳代 

男性 
全身倦怠感・褐色尿・発熱・肝機能異常・黄疸 

性的接触 

（経口・異性間） 
大阪府 

第49週 

（12月） 
県央 

40歳代 

男性 
嘔吐・褐色尿・肝機能異常・黄疸 

性的接触 

（性交・異性間） 

カミソリ 

県内 

 
③ 急性脳炎（ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介性脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、

ベネズエラウマ脳炎及びリフトバレー熱を除く。） 

急性脳炎は、ウイルスなど種々の病原体の感染による脳実質の感染症である。多くは何らか

の先行感染を伴い、高熱に続き、意識障害や痙攣が突然出現し、持続する。炎症所見が明らか

ではないが、同様の症状を呈する脳症も含まれる。 

平成 25年の届出は、1月に 1件であった。感染原因として、「予防接種」が推定され、副反応

報告がなされた事例であった。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第3週 

（1月） 
長崎市 

10歳代 

男性 
発熱・痙攣・髄液細胞数の増加 予防接種 県内 
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④ クロイツフェルト・ヤコブ病 
クロイツフェルト・ヤコブ病は、100 万人に 1人の割合で孤発性または家族性に生じ、脳組織 

の海綿（スポンジ）状変性を特徴とする疾患である。感染因子は、異常プリオン蛋白と考えら

れており、不可逆的な致死性神経障害を生ずる。 
平成 25年の届出は、10月に 1件であった。病型は孤発性プリオン病、古典型クロイツフェル

ト・ヤコブ病であった。 
 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第41週 

（10月） 
長崎市 

60歳代 

男性 
進行性認知症・ミオクローヌス・視覚異常・筋強剛   

 
 
⑤ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症 
β溶血を示すレンサ球菌を原因とし、突発的に発症して急激に進行する敗血症性ショック病態 

である。皮膚や粘膜から、通常は菌の存在しない筋肉、脂肪組織や血液に溶血性レンサ球菌が

侵入することによって発症する。初発症状は咽頭痛、発熱、消化管症状、全身倦怠感、低血圧

などの敗血症症状、筋痛などで、後発症状としては軟部組織病変、循環不全、呼吸不全、血液

凝固異常（DIC）、肝腎症状など多臓器不全を来し、日常生活を営む状態から 24時間以内に多臓

器不全が完結する程度の進行を示す。 
平成 25 年は 2 月、6 月、7 月に各 1 件、計 3 件の届出があった。患者はいずれも女性であっ

た。血液もしくは壊死軟部組織から病原体が分離・同定され、1 件は血清群「B 群」、残る 2 件

は血清群「G 群」によるものと診断された。推定感染地域は国内で、感染原因・感染経路は経

膣感染・尿路感染疑い、創傷感染が各 1件で、残る 1件は「不明」であった。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第9週 

（2月） 
長崎市 

40歳代 

女性 
ショック・腎不全・全身性紅斑性発疹 

経膣感染・尿路

感染疑い 
県内 

第26週 

（6月） 
県央 

80歳代 

女性 
ショック・腎不全・軟部組織炎 不明 佐賀県 

第30週 

（7月） 
県央 

70歳代 

女性 
ショック・肝不全・腎不全・軟部組織炎 創傷感染 県内 
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⑥ 後天性免疫不全症候群（HIV 感染症を含む） 
後天性免疫不全症候群は、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）の感染によって免疫不全が生じ、日

和見感染症や悪性腫瘍が合併した状態である。HIV に感染した後、無症候性の時期（無治療で

約 10年）を経て、生体が高度の免疫不全症に陥る。主な感染経路には、性的接触、母子感染（経

胎盤、経産道、経母乳感染）、血液によるもの（輸血、臓器移植、医療事故、麻薬等の静脈注射

など）がある。 
平成 25 年の届出は 4 月に 1 件、8 月に 1 件、計 2 件の届出があり、昨年の 5 件と比較して少

なかった。患者が 1件、無症状病原体保有者が 1件で、いずれも 30歳代男性であった。 
推定される感染地域は「国内」で、感染経路は、性行為感染（異性間および同性間 1 件、同

性間 1件）であった。患者 1件は、ニューモシスティス肺炎が指標となり診断に至った。 
国内では、30 歳代男性の同性間接触によるHIV 感染が増加している傾向にあるが、県内でも

同様の傾向が認められた。 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第16週 

（4月） 
長崎市 

30歳代 

男性 
なし 

性行為感染 

（異性間・同性

間） 

県内 

鹿児島県 

第34週 

（8月） 
佐世保市 

30歳代 

男性 
発熱・呼吸困難 

性行為感染 

（同性間） 
東京都 

 
⑦ 侵襲性肺炎球菌感染症 
平成 25 年 4 月 1 日から届出の対象となり、「Streptococcus pneumoniae による侵襲性感染症の

うち、本菌が髄液又は血液から検出された感染症」と定義されている。感染経路は飛沫感染が

ほとんどで、主な症状は、髄膜炎とそれ以外の菌血症を伴う肺炎や敗血症である。 

平成 25 年の届出は 4 月、5 月、7 月に 1 件ずつ、計 3 件の届出があった。推定感染経路は 1
件が「飛沫・飛沫核感染」、他の 2件は「不明」であった。また、いずれも感染地域は「国内」

と推定された。 

症状においては、1件は肺炎、残る 2件は髄膜炎でいずれも菌血症を伴っていた。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第14週 

（4月） 
県央 

80歳代 

女性 
発熱・肺炎・菌血症 

飛沫・飛沫核感

染 
県内 

第21週 

（5月） 
佐世保市 

40歳代 

男性 
頭痛・発熱・意識障害・項部硬直・髄膜炎・菌血症 不明 県内 

第30週 

（7月） 
長崎市 

50歳代 

男性 
発熱・嘔吐・痙攣・意識障害・髄膜炎・菌血症 不明 県内 
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⑧ 梅毒 
  梅毒トレポネーマの感染によって生じる性感染症である。感染者との粘膜の接触を伴う性行

為感染や妊婦の胎盤を通じて胎児に感染する（先天梅毒）経路がある。I期では、感染局所に初

期硬結や硬性下疳、無痛性の鼠径部リンパ節腫脹がみられ、II期では、皮膚や粘膜に梅毒性バ

ラ疹や丘疹性梅毒疹、扁平コンジローマなどの特有な発疹が見られる。晩期顕症梅毒としてゴ

ム腫、梅毒によると考えられる心血管症状、神経症状、眼症状などが認められることがある。

先天梅毒では、梅毒疹、骨軟骨炎など早期先天梅毒の症状を呈する症例や乳幼児期は症状を示

さずに経過し、学童期以後にHutchinson3 徴候（実質性角膜炎、内耳性難聴、Hutchinson歯）な

どの症状を呈する症例がある。 
平成 25 年の届出は 3 月、4 月、11 月に 1 件ずつあり、計 3 件の届出があった。1 件が「無症

状病原体保有者」であり、残る 2 件は、早期顕症梅毒（Ⅱ期）であった。感染地域はいずれも

「国内」で、感染原因は性的接触（性交・同性間、性交・同性間および異性間、性交・異性間）

と推定された。国内で、男性の同性間性的接触による感染が増加しているが、県内でも同様の

傾向が認められた。 
「無症状病原体保有者」1名は、同日に後天性免疫不全症候群としての届出もなされた。 

 
診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第11週 

（3月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
鼠径部リンパ節腫脹（無痛性）・丘疹性梅毒疹 

性的接触 

（性交・同性間） 
県内 

第16週 

（4月） 
長崎市 

30歳代 

男性 
なし 

性的接触 

（性交・異性

間・同性間） 

県内 

第47週 

（11月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
丘疹性梅毒疹・硬性下疳 

性的接触 

（性交・異性間） 
福岡県 

 
⑨ 破傷風 
破傷風は、破傷風菌が外傷部位などから組織内に侵入し、嫌気的な環境下で増殖した結果産

生される破傷風毒素により、神経刺激伝達障害を起こす。感染巣近傍の筋肉のこわばり、顎か

ら頚部のこわばり、開口障害、四肢の強直性痙攣、呼吸困難（痙攣性）、刺激に対する興奮性の

亢進、反弓緊張（opisthotonus）などの症状が出現する。 
平成 25 年の届出は、5、8、9、12 月に各 1 件ずつあり、計 4 件の届出があった。患者はいず

れも女性で、筋肉のこわばり、開口障害など破傷風の典型的な症状が認められた。推定感染地

域は国内で、感染原因・感染経路は、創傷感染によるものがほとんどであり、そのうち 2 件は

農作業中のけがと推定された。 
 

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第20週 

（5月） 
県央 

40歳代 

女性 
筋肉のこわばり・開口障害・嚥下障害・発語障害 畑での作業 県内 



 - 27 -

診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第32週 

（8月） 
県央 

50歳代 

女性 

筋肉のこわばり・開口障害・嚥下障害・発語障害・痙

笑 
農作業中のけが 県内 

第39週 

（9月） 
佐世保市 

80歳代 

女性 

筋肉のこわばり・開口障害・嚥下障害・発語障害・痙

笑・強直性痙攣・呼吸困難（痙攣性）・易興奮性・反

弓緊張 

創傷感染 

（背部・臀部の

褥瘡） 

県内 

第48週 

（11月） 
対馬 

50歳代 

女性 

 

筋肉のこわばり・開口障害・痙笑 

 

創傷感染 

（左足底に鉄釘

が刺さった） 

県内 

 
 

⑩ 風しん 
風しんウイルスによる急性熱性発疹性疾患であり、飛沫感染により感染する。症状は、小紅 

斑や紅色丘疹、リンパ節腫脹（全身、特に頚部、後頭部、耳介後部）、発熱を三主徴とする。 

また、風しんに感受性のある妊娠20週頃までの妊婦が風疹ウイルスに感染すると、出生児に先 

天性心疾患、難聴、白内障などの先天性風しん症候群（CRS）と総称される障害を引き起こすこ 

とがある。 
平成 25年は 3月から 8 月に合計 21 件の届出があった。 
「病型」は「検査診断例」が14件（67％）で、「臨床診断例」が7件（33％）であった。「検査

診断例」において、1件が「ペア血清での抗体の検出」および「血清IgM抗体の検出」により、

13件が「血清IgM抗体の検出」により風しんと診断された。IgM抗体価は、0.8未満が「陰性」と

されるが、届出のあった例では1.03から9.25であった。 
推定感染地域は全て国内で、他県（特に都市部）で感染したと推定される事例が散見された。

3 件は、他県在住者が本県を訪れた際に発症した例であった。感染原因・経路は「不明」が 11
件で、他は「飛沫・飛沫核感染」および「接触感染」であった。4件は、周囲に風しんの患者が

確認された事例であった。 
風しん含有ワクチン接種歴は、半数以上の 13件が「不明」であり、接種歴が確認された症例

はわずかに2 件（接種回数は 1回）で、残る6 件は「接種歴無」であった。 
平成24年から風しんの報告数が首都圏を中心に急激に増加していたが、平成25年も全国的に

患者数の増加は続き、第19～22週（5/6～6/2）にピークを迎えた。その後は終息に向かったが、

年間では平成24年の約6倍の報告数となり、その内訳は、20～40歳代の男性が全体の約6割を占

めた。風しん含有ワクチンの定期接種制度において、1995年までは中学生の女子を対象として

いたため、この世代の男性は、抗体保有率が低いとされている。 
本県の患者報告数に目をむけると、全国と同様に5月に報告数のピークを迎えた。年代別の内

訳も、20～40歳代の男性が全体の約6割を占め、全国と同様の傾向を示した。 
風しんの報告数が多い年は、CRS の発生数も増加する傾向があるが、平成 25年も全国でCRS

が 32件（平成 26年 3月現在）報告されている。妊婦が風しんに罹患してから、CRS 児が出生

するには 20～30週程度の時間差が生じることから、今後の動向に注意していく必要がある。 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第12週 

（3月） 
佐世保市 

40歳代 

男性 
発疹・発熱 不明 県内 

第13週 

（3月） 
五島 

20歳代 

男性 
全身性発疹・発熱・リンパ節腫脹 不明 愛知県 

第15週 

（4月） 
佐世保市 

30歳代 

女性 
発疹・発熱・咳 飛沫・飛沫核感染 県内 

〃 長崎市 
30歳代 

男性 
発疹・発熱・関節痛 不明 国内 

〃 〃 
30歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 飛沫・飛沫核感染 神奈川県 

第17週 

（4月） 
〃 

30歳代 

男性 
発疹・発熱 飛沫・飛沫核感染 国内 

第18週 

（4月） 
〃 

20歳代 

女性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹・関節痛 不明 国内 

〃 〃 
50歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 接触感染（家族） 大阪府 

第19週 

（5月） 
〃 

40歳代 

女性 

発疹・発熱・リンパ節腫脹・関節痛・関節炎・咽頭

痛 
接触感染（職場） 県内 

第20週 

（5月） 
〃 

20歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 飛沫・飛沫核感染 県内 

〃 〃 
10歳代 

女性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 飛沫・飛沫核感染 国内 

第21週 

（5月） 
〃 

20歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹・関節痛 不明 国内 

〃 〃 
40歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹・関節痛 不明 国内 
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診断週 

（月） 

管轄 

保健所 

年齢 

性別 
症状 

推定 

感染経路 

推定 

感染地域 

第22週 

（5月） 
長崎市 

40歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 不明 県内 

〃 〃 
20歳代 

女性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 

飛沫・飛沫核感染 

接触感染（知人） 
県内 

第24週 

（6月） 
〃 

10歳代 

女性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 

飛沫・飛沫核感染 

接触感染（家族） 
県内 

第25週 

（6月） 
〃 

10歳未満 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 不明 県内 

第26週 

（6月） 
〃 

20歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 不明 国内 

第29週 

（7月） 
県北 

40歳代 

男性 
発疹・発熱 飛沫・飛沫核感染 県内 

第30週 

（7月） 
佐世保市 

20歳代 

男性 
発疹・発熱・リンパ節腫脹 不明 県内 

第35週 

（8月） 
県央 

60歳代 

女性 
発熱・耳下腺腫脹 不明 県内 
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2. 全数把握対象感染症の週別患者報告数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ
ボ
ラ
出
血
熱

ク
リ
ミ
ア
・
コ
ン
ゴ
出
血
熱

痘
そ
う

南
米
出
血
熱

ペ
ス
ト

マ
ー

ル
ブ
ル
グ
病

ラ
ッ
サ
熱

急
性
灰
白
髄
炎

結
核

ジ
フ
テ
リ
ア

重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(

H
5
N
1
）

コ
レ
ラ

細
菌
性
赤
痢

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
感
染
症

腸
チ
フ
ス

パ
ラ
チ
フ
ス

E
型
肝
炎

ウ
エ
ス
ト
ナ
イ
ル
熱

A
型
肝
炎

エ
キ
ノ
コ
ッ

ク
ス
症

黄
熱

オ
ウ
ム
病

オ
ム
ス
ク
出
血
熱

回
帰
熱

キ
ャ
サ
ヌ
ル
森
林
病

Q
熱

1 12.12.31-13.1.6 2
2 13.1.7-13.1.13 6
3 13.1.14-13.1.20 5
4 13.1.21-13.1.27 2 1
5 13.1.28-13.2.3 7
6 13.2.4-13.2.10 7
7 13.2.11-13.2.17 5
8 13.2.18-13.2.24 5
9 13.2.25-13.3.3 6
10 13.3.4-13.3.10 9
11 13.3.11-13.3.17 14
12 13.3.18-13.3.24 3 1
13 13.3.25-13.3.31 8
14 13.4.1-13.4.7 10
15 13.4.8-13.4.14 8
16 13.4.15-13.4.21 6
17 13.4.22-13.4.28 4
18 13.4.29-13.5.5 7
19 13.5.6-13.5.12 6 1
20 13.5.13-13.5.19 7 2
21 13.5.20-13.5.26 7
22 13.5.27-13.6.2 1 1
23 13.6.3-13.6.9 7 1
24 13.6.10-13.6.16 9
25 13.6.17-13.6.23 10
26 13.6.24-13.6.30 4 1
27 13.7.1-13.7.7 11 2
28 13.7.8-13.7.14 11 3
29 13.7.15-13.7.21 5
30 13.7.22-13.7.28 10 1
31 13.7.29-13.8.4 6 13
32 13.8.5-13.8.11 9 1
33 13.8.12-13.8.18 6 2
34 13.8.19-13.8.25 7 1
35 13.8.26-13.9.1 9 1
36 13.9.2-13.9.8 12 1
37 13.9.9-13.9.15 8
38 13.9.16-13.9.22 7
39 13.9.23-13.9.29 8
40 13.9.30-13.10.6 7 2
41 13.10.7-13.10.13 6 1
42 13.10.14-13.10.20 12 3
43 13.10.21-13.10.27 8 5
44 13.10.28-13.11.3 6 2
45 13.11.4-13.11.10 9 3
46 13.11.11-13.11.17 12 2
47 13.11.18-13.11.24 7 4
48 13.11.25-13.12.1 12 4
49 13.12.2-13.12.8 9 5
50 13.12.9-13.12.15 6 14
51 13.12.16-13.12.22 9
52 13.12.23-13.12.29 5 7 1

0 0 0 0 0 0 0 0 382 0 0 0 0 0 84 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0合　　計

 週　　期　　間
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狂
犬
病

コ
ク
シ
ジ
オ
イ
デ
ス
症

サ
ル
痘

重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

腎
症
候
性
出
血
熱

西
部
ウ
マ
脳
炎

ダ
ニ
媒
介
脳
炎

炭
疽

チ
ク
ン
グ
ニ
ア
熱

つ
つ
が
虫
病

デ
ン
グ
熱

東
部
ウ
マ
脳
炎

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 
 
 
 
 

(

H
5
N
1
及
び
H
7
N
9
を
除
く
）

ニ
パ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

日
本
紅
斑
熱

日
本
脳
炎

ハ
ン
タ
ウ
イ
ル
ス
肺
症
候
群

B
ウ
イ
ル
ス
病

鼻
疽

ブ
ル
セ
ラ
症

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ウ
マ
脳
炎

ヘ
ン
ド
ラ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

発
し
ん
チ
フ
ス

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
症

マ
ラ
リ
ア

野
兎
病

1 12.12.31-13.1.6
2 13.1.7-13.1.13
3 13.1.14-13.1.20
4 13.1.21-13.1.27
5 13.1.28-13.2.3
6 13.2.4-13.2.10
7 13.2.11-13.2.17
8 13.2.18-13.2.24
9 13.2.25-13.3.3

10 13.3.4-13.3.10 1
11 13.3.11-13.3.17 1
12 13.3.18-13.3.24
13 13.3.25-13.3.31
14 13.4.1-13.4.7
15 13.4.8-13.4.14
16 13.4.15-13.4.21
17 13.4.22-13.4.28
18 13.4.29-13.5.5 2
19 13.5.6-13.5.12
20 13.5.13-13.5.19
21 13.5.20-13.5.26
22 13.5.27-13.6.2 1
23 13.6.3-13.6.9
24 13.6.10-13.6.16
25 13.6.17-13.6.23
26 13.6.24-13.6.30
27 13.7.1-13.7.7
28 13.7.8-13.7.14
29 13.7.15-13.7.21 1
30 13.7.22-13.7.28
31 13.7.29-13.8.4
32 13.8.5-13.8.11 1
33 13.8.12-13.8.18
34 13.8.19-13.8.25
35 13.8.26-13.9.1
36 13.9.2-13.9.8 1
37 13.9.9-13.9.15 1
38 13.9.16-13.9.22 1
39 13.9.23-13.9.29
40 13.9.30-13.10.6
41 13.10.7-13.10.13
42 13.10.14-13.10.20 1
43 13.10.21-13.10.27 1
44 13.10.28-13.11.3
45 13.11.4-13.11.10
46 13.11.11-13.11.17 1
47 13.11.18-13.11.24 2
48 13.11.25-13.12.1
49 13.12.2-13.12.8 1 1
50 13.12.9-13.12.15
51 13.12.16-13.12.22
52 13.12.23-13.12.29

0 0 0 5 0 0 0 2 0 6 1 0 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0合　　計

 週　　期　　間
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ラ
イ
ム
病

リ
ッ
サ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

リ
フ
ト
バ
レ
ー
熱

類
鼻
疽

レ
ジ
オ
ネ
ラ
症

レ
プ
ト
ス
ピ
ラ
症

ロ
ッ
キ
ー
山
紅
斑
熱

ア
メ
ー
バ
赤
痢

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎

急
性
脳
炎

ク
リ
プ
ト
ス
ポ
リ
ジ
ウ
ム
症

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症

後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群

ジ
ア
ル
ジ
ア
症

侵
襲
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
感
染
症

侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症

侵
襲
性
肺
炎
球
菌
感
染
症

先
天
性
風
し
ん
症
候
群

梅
毒

破
傷
風

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
感
染
症

バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
耐
性
腸
球
菌
感
染
症

風
し
ん

麻
し
ん

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

(

H
7
N
9
）

1 12.12.31-13.1.6
2 13.1.7-13.1.13
3 13.1.14-13.1.20 1
4 13.1.21-13.1.27
5 13.1.28-13.2.3 1
6 13.2.4-13.2.10
7 13.2.11-13.2.17
8 13.2.18-13.2.24
9 13.2.25-13.3.3 1
10 13.3.4-13.3.10
11 13.3.11-13.3.17 1
12 13.3.18-13.3.24 1
13 13.3.25-13.3.31 1
14 13.4.1-13.4.7 1
15 13.4.8-13.4.14 3
16 13.4.15-13.4.21 1 1
17 13.4.22-13.4.28 1
18 13.4.29-13.5.5 1 2
19 13.5.6-13.5.12 1 1
20 13.5.13-13.5.19 1 2
21 13.5.20-13.5.26 1 1 2
22 13.5.27-13.6.2 1 2
23 13.6.3-13.6.9
24 13.6.10-13.6.16 1
25 13.6.17-13.6.23 1
26 13.6.24-13.6.30 1 1 1 1
27 13.7.1-13.7.7
28 13.7.8-13.7.14
29 13.7.15-13.7.21 1
30 13.7.22-13.7.28 1 1 1
31 13.7.29-13.8.4 1
32 13.8.5-13.8.11 1 1
33 13.8.12-13.8.18
34 13.8.19-13.8.25 1 1
35 13.8.26-13.9.1 1
36 13.9.2-13.9.8
37 13.9.9-13.9.15 1
38 13.9.16-13.9.22
39 13.9.23-13.9.29 1 1
40 13.9.30-13.10.6
41 13.10.7-13.10.13 1
42 13.10.14-13.10.20
43 13.10.21-13.10.27
44 13.10.28-13.11.3 2 1
45 13.11.4-13.11.10 1
46 13.11.11-13.11.17
47 13.11.18-13.11.24 1
48 13.11.25-13.12.1 1
49 13.12.2-13.12.8 1
50 13.12.9-13.12.15 1
51 13.12.16-13.12.22
52 13.12.23-13.12.29

0 0 0 0 6 0 0 8 4 1 0 1 3 2 0 0 0 3 0 3 4 0 0 21 0 0合　　計

 週　　期　　間
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3. 定点把握の対象感染症 
 
（1）インフルエンザ定点把握の対象感染症 
 
① インフルエンザ（鳥インフルエンザ及び新型インフルエンザ等感染症を除く。） 
平成 25年の年間患者報告数は 20,604 人で、前年（20,249人）より若干増加した。第 2週より

増加を始め、第 3週に定点当たり報告数が警報レベル「30」を超える 34.50となり、第 4週には

ピークに達し、50.91を記録した。その後報告数は減少し、第 16、17週に再度小さな流行（6.83、
7.50）を認めたが第 22 週以降、定点当たり報告数は 1.0 以下となり、全国平均と同様に推移し

た。 
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（2）小児科定点把握の対象感染症 
 
① RS ウイルス感染症 
平成 25年の年間患者報告数は 1,350 人で、前年（1,431人）より 81人減少した。RS ウイルス

感染症は冬季に流行が見られ、本県においては第 33 週から増加し、第 41 週には定点当たり患

者数が 2.18となり、前年に比べ大きなピークを示した。 
 

 

 

 

 
 



 - 36 -

② 咽頭結膜熱 
平成 25 年の年間患者報告数は 1,427 人で、前年（661 人）より 766 人増加した。咽頭結膜熱

（プール熱）は夏季に流行が見られ、8 月の終わりから患者数が増加し、第 36 週に定点当たり

患者数が 2.64 とピークに達し、以後 12月まで例年に比べて高い推移となった。 
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③ A 群溶血性レンサ球菌咽頭炎 
平成 25年の年間患者報告数は 2,396 人で、前年（3,679人）より 1,283 人減少した。患者数は

通年ほぼ横ばいで、全国と比較しても低い傾向にあった。 
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④ 感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものを除く。） 
平成 25年の年間患者報告数は 13,155 人で、前年（15,752人）より 2,597 人減少した。感染性

胃腸炎は例年、初冬より増加し始め 12月頃にピークを示すが、本年においては大きな流行は無

く、全国と比較しても低い傾向となった。 
 

 

 

 

 



 - 39 -

⑤ 水痘 
平成 25 年の水痘（水ぼうそう）の年間患者報告数は 2,926 人で、前年（2,996 人）より 70 人

減少した。昨年 12 月のピークに引き続いて 1、2 月と患者数が多い傾向にあったが、その後は

全国平均とほぼ同様に推移し、大きな流行とはならなかった。 
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⑥ 手足口病 
平成 25年の年間患者報告数は 4,784 人で、前年（279人）から大幅に増加した。第 24週から

患者数が増え始め、第 26 週には警報レベル「5」を越え、第 28 週に 13.57 とピークに達した。

今年本県で流行した手足口病患者の検体から最も多く検出されたウイルスは、コクサッキーウ

イルスA6 であった。 
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⑦ 伝染性紅斑 
平成 25年の伝染性紅斑（りんご病）の患者報告数は 42人で、前年（65 人）から 23 人減少し

た。全国平均を下回って推移し、特に目立った流行は見られなかった。 
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⑧ 突発性発疹 
平成 25年の年間患者報告数は 1,149 人で、前年（1,294人）より 145人減少した。前年同様に

推移し、定点当たり報告数 1.0を超える週はなかった。 
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⑨ 百日咳 
平成 25 年の年間患者報告数は 18 人で、前年（26 人）より 8 人減少した。患者報告数は例年

と同様に推移した。 
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⑩ ヘルパンギーナ 
平成 25年の年間患者報告数は 668人で、前年（743 人）より 75人減少した。ヘルパンギーナ

は夏季に流行するが、本県においては全国のような大きなピークが認められることもなく、例

年と比較してなだらかに推移した。 
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⑪ 流行性耳下腺炎 
平成 25年の流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）の年間患者報告数は 1,068 人で、前年（1,357人）

より 289人減少した。全国平均を上回って推移したが、目立った流行は認められなかった。 
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（3）眼科定点把握の対象感染症 
 
① 急性出血性結膜炎 
平成 25年の年間患者報告数は 156人で、前年（16人）よりも大幅に（140人）増加した。第

1 週から報告があり、その後も増減を繰り返し、第 22週のピーク時には定点あたり報告数が 1.5
と警報レベル「1」を越え、全国平均を上回って推移した。 
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② 流行性角結膜炎 
平成 25 年の年間患者報告数は 327 人で、前年（223 人）より 104 人増加した。全国平均では

定点当たり報告数が 1.0 を超える週はなかったが、本県は第 32週以降、増減を繰り返し、第 50
週には定点当たり報告数が 2.50となった。 
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（4）性感染症（STD）定点把握の対象感染症 
 
① 性器クラミジア感染症 
平成 25 年の年間患者報告数は 238 人で、前年（195 人）より 43 人増加した。内訳は、男性

136 人、女性 102 人で、前年の報告数（男性 89 人、女性 106 人）と比較すると、男性の占める

割合が増加した。年齢別にみると、20歳代が126 人と最も多く、全体の約半数を占めていた。 
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② 性器ヘルペスウイルス感染症 

平成 25 年の年間患者報告数は 88 人で、前年（97 人）より 9 人減少した。内訳は男性 25 人、

女性 63 人であり、女性がやや多い傾向にあり、年齢別にみると、20 歳代が 35 人と最も多かっ

た。 
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③ 尖圭コンジローマ 
平成 25 年の年間患者報告数は 24 人で、前年（29 人）より 5 人減少した。内訳は男性 16 人、

女性 8 人で、男性が多い傾向にあり、年齢別では 20 歳代が 15 人と全体の半数以上を占めてい

た。県内においては、全国平均を下回って推移した。 
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④ 淋菌感染症 
平成 25年の年間患者報告数は 76人で、前年（66 人）より 10 人増加した。内訳は男性 63人、

女性 13 人であり、男性が 8 割以上を占めていた。年齢別では 20 歳代が 34 人と最も多かった。 
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（5）基幹定点把握の対象感染症 
 
① クラミジア肺炎（オウム病を除く。） 
平成 25年の年間患者報告数は 1人で、前年（4人）より減少した。第22 週に 1件報告があっ

たのみであった。 
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② 細菌性髄膜炎（インフルエンザ菌、髄膜炎菌、肺炎球菌を原因として同定された場合を除く。） 
平成 25年の年間患者報告数は 4人で、前年（9 人）より5 人減少した。 

第2、11、19、36週でそれぞれ1件ずつ報告があり、検出された細菌としては、Staphylococcus aureus
が 2件、Streptococcus pneumoniae （第 2週報告分）とEnterobacter sp.が各 1件であった。 
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③ ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 

平成 25年の年間患者報告数は 44人で、前年 41人より 3人増加した。例年、全国平均よりも

下回る傾向にあり、本年も同様に推移した。 
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④ マイコプラズマ肺炎 

平成 25 年の年間患者報告数は 170 人で、前年（336 人）より 166 人減少した。全国平均をほ

ぼ下回って推移し、大きな流行も認められなかった。 
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⑤ 無菌性髄膜炎 

平成 25年の年間患者報告数は 24人で、前年（33 人）より 9人減少した。大きな流行はなく、

罹患年齢は10 歳以下の乳幼児が 20人とほとんどを占めていた。 
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⑥ メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 

平成 25年の年間患者報告数は 692人で、前年（628 人）より 64人増加した。大きな流行はな

かったが、全国を上回って推移した。 
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⑦ 薬剤耐性アシネトバクター感染症* 
県内における平成 25年の患者報告はなかった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 薬剤耐性アシネトバクター感染症は、平成 23年 2月 1日より基幹定点報告の対象感染症

として追加された 
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⑧ 薬剤耐性緑膿菌感染症 

平成 25年の年間患者報告数は 7月に 1人報告があり、前年（4人）より減少した。 
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⑨ 感染性胃腸炎（病原体がロタウイルスであるものに限る。） 
平成 25年第 42週（10 月 14日）より、ロタウイルスによる感染性胃腸炎が基幹定点把握疾患

となったが、本県において平成 25年の報告はなかった。 
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4. 定点把握対象感染症の患者報告数 
 （1）定点把握対象感染症（週報）の患者報告数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフル
エンザ

小児科 眼科 基幹
インフル
エンザ

RSウイル
ス感染症

咽頭結膜
熱

A群溶血性
レンサ球菌

咽頭炎

感染性
胃腸炎

水痘 手足口病
伝染性
紅斑

突発性
発疹

1 12.12.31-13.1.6 70 44 8 12 239 23 8 21 189 111 3 - 6

2 13.1.7-13.1.13 70 44 8 12 962 23 11 59 436 112 - - 21

3 13.1.14-13.1.20 70 44 8 12 2415 23 10 52 431 70 5 2 28

4 13.1.21-13.1.27 70 44 8 12 3564 23 5 56 420 79 1 - 16

5 13.1.28-13.2.3 70 44 8 12 3033 26 19 47 500 63 1 - 13

6 13.2.4-13.2.10 70 44 8 12 1958 18 21 50 417 110 8 - 17

7 13.2.11-13.2.17 70 44 8 12 1166 18 12 34 374 77 1 3 15

8 13.2.18-13.2.24 70 44 8 12 1151 9 10 50 442 81 11 - 14

9 13.2.25-13.3.3 70 44 8 12 1005 18 24 45 448 56 2 - 27

10 13.3.4-13.3.10 70 44 8 12 792 6 19 66 439 84 3 1 27

11 13.3.11-13.3.17 70 44 8 12 454 5 17 52 391 32 6 - 21

12 13.3.18-13.3.24 70 44 8 12 315 6 18 74 240 74 10 - 16

13 13.3.25-13.3.31 70 44 8 12 243 5 23 37 228 51 12 - 26

14 13.4.1-13.4.7 70 44 8 12 210 8 9 29 223 69 19 - 19

15 13.4.8-13.4.14 70 44 8 12 258 6 9 46 212 39 12 2 28

16 13.4.15-13.4.21 70 44 8 12 478 4 11 61 203 49 23 2 27

17 13.4.22-13.4.28 70 44 8 12 525 6 11 53 247 57 19 - 18

18 13.4.29-13.5.5 70 44 8 12 349 3 12 45 170 55 11 2 11

19 13.5.6-13.5.12 70 44 8 12 252 2 12 46 221 68 16 - 22

20 13.5.13-13.5.19 70 44 8 12 221 2 24 75 279 70 39 1 28

21 13.5.20-13.5.26 70 44 8 12 133 2 19 47 237 71 41 3 31

22 13.5.27-13.6.2 70 44 8 12 63 - 12 48 198 55 54 3 27

23 13.6.3-13.6.9 70 44 8 12 66 - 9 72 138 56 80 - 23

24 13.6.10-13.6.16 70 44 8 12 44 2 13 55 151 51 133 6 27

25 13.6.17-13.6.23 70 44 8 12 28 2 25 60 129 32 207 4 32

26 13.6.24-13.6.30 70 44 8 12 11 2 28 52 125 39 371 1 29

27 13.7.1-13.7.7 70 44 8 12 25 - 16 42 137 28 518 3 29

28 13.7.8-13.7.14 70 44 8 12 16 - 17 49 128 52 597 3 25

29 13.7.15-13.7.21 70 44 8 12 6 - 14 41 96 30 409 - 18

30 13.7.22-13.7.28 70 44 8 12 1 1 10 42 129 34 346 1 26

31 13.7.29-13.8.4 70 44 8 12 - 4 27 17 88 31 244 - 30

32 13.8.5-13.8.11 70 44 8 12 4 2 37 26 111 32 190 - 40

33 13.8.12-13.8.18 70 44 8 12 2 31 22 7 91 37 117 - 16

34 13.8.19-13.8.25 70 44 8 12 - 41 43 25 77 39 72 - 27

35 13.8.26-13.9.1 70 44 8 12 - 45 72 28 89 16 68 - 35

36 13.9.2-13.9.8 70 44 8 12 - 46 116 35 150 29 80 1 20

37 13.9.9-13.9.15 70 44 8 12 - 47 72 44 144 29 86 - 18

38 13.9.16-13.9.22 70 44 8 12 - 51 58 37 106 34 67 - 19

39 13.9.23-13.9.29 70 44 8 12 1 70 33 31 149 19 55 1 19

40 13.9.30-13.10.6 70 44 8 12 - 83 36 60 207 49 60 - 20

41 13.10.7-13.10.13 70 44 8 12 1 96 46 34 150 34 85 - 25

42 13.10.14-13.10.20 70 44 8 12 5 67 45 38 192 39 65 - 20

43 13.10.21-13.10.27 70 44 8 12 9 47 47 38 328 35 76 1 18

44 13.10.28-13.11.3 70 44 8 12 1 45 37 36 360 57 88 1 12

45 13.11.4-13.11.10 70 44 8 12 - 43 27 33 313 52 77 - 23

46 13.11.11-13.11.17 70 44 8 12 1 50 26 56 294 48 73 1 27

47 13.11.18-13.11.24 70 44 8 12 6 57 18 33 318 54 61 - 23

48 13.11.25-13.12.1 70 44 8 12 8 45 24 52 354 67 63 - 21

49 13.12.2-13.12.8 70 44 8 12 21 56 50 57 385 104 51 - 13

50 13.12.9-13.12.15 70 44 8 12 38 59 52 77 474 82 56 - 23

51 13.12.16-13.12.22 70 44 8 12 153 61 53 81 477 94 57 - 21

52 13.12.23-13.12.29 70 44 8 12 371 61 38 45 320 90 35 - 12

20,604 1,350 1,427 2,396 13,155 2,926 4,784 42 1,149

週 期間

定点数 疾患名

合　　計
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インフル
エンザ

小児科 眼科 基幹 百日咳
ヘルパン
ギーナ

流行性
耳下腺炎

急性出血
性結膜炎

流行性角
結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞ
ﾏ肺炎

ｸﾗﾐｼﾞｱ
肺炎

1 12.12.31-13.1.6 70 44 8 12 - - 12 4 1 - - 3 -

2 13.1.7-13.1.13 70 44 8 12 - 6 22 4 2 1 - 4 -

3 13.1.14-13.1.20 70 44 8 12 - 10 23 5 3 - 1 3 -

4 13.1.21-13.1.27 70 44 8 12 - 5 11 6 1 - 1 5 1

5 13.1.28-13.2.3 70 44 8 12 - 6 18 9 3 - - 5 -

6 13.2.4-13.2.10 70 44 8 12 1 24 21 8 1 - - 2 -

7 13.2.11-13.2.17 70 44 8 12 - 4 14 4 1 - - 4 -

8 13.2.18-13.2.24 70 44 8 12 - 9 18 7 1 - - 2 -

9 13.2.25-13.3.3 70 44 8 12 - 15 28 1 2 - - 3 -

10 13.3.4-13.3.10 70 44 8 12 1 21 32 3 2 - - 4 -

11 13.3.11-13.3.17 70 44 8 12 1 10 29 4 2 1 - - -

12 13.3.18-13.3.24 70 44 8 12 - 14 22 6 6 - - 4 -

13 13.3.25-13.3.31 70 44 8 12 2 23 22 4 6 - - 4 -

14 13.4.1-13.4.7 70 44 8 12 - 23 28 1 7 - - 10 -

15 13.4.8-13.4.14 70 44 8 12 - 30 16 4 3 - - 8 -

16 13.4.15-13.4.21 70 44 8 12 1 20 17 2 7 - - 2 -

17 13.4.22-13.4.28 70 44 8 12 - 14 28 5 7 - - 6 -

18 13.4.29-13.5.5 70 44 8 12 - 10 17 7 3 - - 4 -

19 13.5.6-13.5.12 70 44 8 12 - 10 32 2 3 1 - 3 -

20 13.5.13-13.5.19 70 44 8 12 - 15 32 4 5 - - 2 -

21 13.5.20-13.5.26 70 44 8 12 - 12 16 6 9 - 1 6 -

22 13.5.27-13.6.2 70 44 8 12 1 8 28 12 9 - 1 6 1

23 13.6.3-13.6.9 70 44 8 12 - 24 20 6 12 - - 4 -

24 13.6.10-13.6.16 70 44 8 12 - 27 11 7 6 - 2 7 -

25 13.6.17-13.6.23 70 44 8 12 - 26 29 4 3 - - 4 -

26 13.6.24-13.6.30 70 44 8 12 - 50 18 7 4 - 1 6 -

27 13.7.1-13.7.7 70 44 8 12 - 50 22 4 5 - 3 5 -

28 13.7.8-13.7.14 70 44 8 12 - 54 23 2 1 - - 2 -

29 13.7.15-13.7.21 70 44 8 12 - 34 21 - 3 - - 8 -

30 13.7.22-13.7.28 70 44 8 12 - 26 25 1 6 - - 6 -

31 13.7.29-13.8.4 70 44 8 12 - 23 18 - - - 1 3 -

32 13.8.5-13.8.11 70 44 8 12 - 14 20 2 11 - 1 3 -

33 13.8.12-13.8.18 70 44 8 12 - 13 10 1 8 - 1 4 -

34 13.8.19-13.8.25 70 44 8 12 - 4 9 2 6 - 3 1 -

35 13.8.26-13.9.1 70 44 8 12 - 8 13 - 6 - - 1 -

36 13.9.2-13.9.8 70 44 8 12 - 3 14 - 13 1 1 2 -

37 13.9.9-13.9.15 70 44 8 12 2 4 10 2 14 - - 2 -

38 13.9.16-13.9.22 70 44 8 12 - 5 15 - 19 - 1 1 -

39 13.9.23-13.9.29 70 44 8 12 1 2 12 2 8 - - 2 -

40 13.9.30-13.10.6 70 44 8 12 3 2 19 1 10 - 2 - -

41 13.10.7-13.10.13 70 44 8 12 - 2 8 - 14 - 1 1 -

42 13.10.14-13.10.20 70 44 8 12 - 1 17 - 10 - 1 2 -

43 13.10.21-13.10.27 70 44 8 12 - 1 12 1 8 - - 2 -

44 13.10.28-13.11.3 70 44 8 12 - 4 15 - 7 - - 4 -

45 13.11.4-13.11.10 70 44 8 12 - - 28 2 3 - - - -

46 13.11.11-13.11.17 70 44 8 12 1 - 26 1 8 - - 3 -

47 13.11.18-13.11.24 70 44 8 12 2 - 23 - 13 - - - -

48 13.11.25-13.12.1 70 44 8 12 - - 39 - 4 - - - -

49 13.12.2-13.12.8 70 44 8 12 - 2 42 - 7 - 1 1 -

50 13.12.9-13.12.15 70 44 8 12 - - 28 - 20 - - 2 -

51 13.12.16-13.12.22 70 44 8 12 1 - 14 2 7 - - 2 -

52 13.12.23-13.12.29 70 44 8 12 1 - 21 1 7 - 1 2 -

18 668 1,068 156 327 4 24 170 2

疾患名

合　　計

定点数

週 期間
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 （2）定点把握対象感染症（週報）の定点当たり患者報告数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフル
エンザ

小児科 眼科 基幹
ｲﾝﾌﾙ
ｴﾝｻﾞ

RSウイルス
感染症

咽頭結膜
熱

A群溶血性
レンサ球菌

咽頭炎

感染性
胃腸炎

水痘 手足口病
伝染性紅

斑
突発性発

疹

1 12.12.31-13.1.6 70 44 8 12 3.41 0.52 0.18 0.48 4.30 2.52 0.07 - 0.14
2 13.1.7-13.1.13 70 44 8 12 13.74 0.52 0.25 1.34 9.91 2.55 - - 0.48

3 13.1.14-13.1.20 70 44 8 12 34.50 0.52 0.23 1.18 9.80 1.59 0.11 0.05 0.64

4 13.1.21-13.1.27 70 44 8 12 50.91 0.52 0.11 1.27 9.55 1.80 0.02 - 0.36

5 13.1.28-13.2.3 70 44 8 12 43.33 0.59 0.43 1.07 11.36 1.43 0.02 - 0.30
6 13.2.4-13.2.10 70 44 8 12 27.97 0.41 0.48 1.14 9.48 2.50 0.18 - 0.39

7 13.2.11-13.2.17 70 44 8 12 16.66 0.41 0.27 0.77 8.50 1.75 0.02 0.07 0.34

8 13.2.18-13.2.24 70 44 8 12 16.44 0.20 0.23 1.14 10.05 1.84 0.25 - 0.32

9 13.2.25-13.3.3 70 44 8 12 14.36 0.41 0.55 1.02 10.18 1.27 0.05 - 0.61
10 13.3.4-13.3.10 70 44 8 12 11.31 0.14 0.43 1.50 9.98 1.91 0.07 0.02 0.61

11 13.3.11-13.3.17 70 44 8 12 6.49 0.11 0.39 1.18 8.89 0.73 0.14 - 0.48

12 13.3.18-13.3.24 70 44 8 12 4.50 0.14 0.41 1.68 5.45 1.68 0.23 - 0.36
13 13.3.25-13.3.31 70 44 8 12 3.47 0.11 0.52 0.84 5.18 1.16 0.27 - 0.59

14 13.4.1-13.4.7 70 44 8 12 3.00 0.18 0.20 0.66 5.07 1.57 0.43 - 0.43

15 13.4.8-13.4.14 70 44 8 12 3.69 0.14 0.20 1.05 4.82 0.89 0.27 0.05 0.64

16 13.4.15-13.4.21 70 44 8 12 6.83 0.09 0.25 1.39 4.61 1.11 0.52 0.05 0.61
17 13.4.22-13.4.28 70 44 8 12 7.50 0.14 0.25 1.20 5.61 1.30 0.43 - 0.41

18 13.4.29-13.5.5 70 44 8 12 4.99 0.07 0.27 1.02 3.86 1.25 0.25 0.05 0.25

19 13.5.6-13.5.12 70 44 8 12 3.60 0.05 0.27 1.05 5.02 1.55 0.36 - 0.50

20 13.5.13-13.5.19 70 44 8 12 3.16 0.05 0.55 1.70 6.34 1.59 0.89 0.02 0.64
21 13.5.20-13.5.26 70 44 8 12 1.90 0.05 0.43 1.07 5.39 1.61 0.93 0.07 0.70

22 13.5.27-13.6.2 70 44 8 12 0.90 - 0.27 1.09 4.50 1.25 1.23 0.07 0.61

23 13.6.3-13.6.9 70 44 8 12 0.94 - 0.20 1.64 3.14 1.27 1.82 - 0.52

24 13.6.10-13.6.16 70 44 8 12 0.63 0.05 0.30 1.25 3.43 1.16 3.02 0.14 0.61
25 13.6.17-13.6.23 70 44 8 12 0.40 0.05 0.57 1.36 2.93 0.73 4.70 0.09 0.73

26 13.6.24-13.6.30 70 44 8 12 0.16 0.05 0.64 1.18 2.84 0.89 8.43 0.02 0.66

27 13.7.1-13.7.7 70 44 8 12 0.36 - 0.36 0.95 3.11 0.64 11.77 0.07 0.66

28 13.7.8-13.7.14 70 44 8 12 0.23 - 0.39 1.11 2.91 1.18 13.57 0.07 0.57
29 13.7.15-13.7.21 70 44 8 12 0.09 - 0.32 0.93 2.18 0.68 9.30 - 0.41

30 13.7.22-13.7.28 70 44 8 12 0.01 0.02 0.23 0.95 2.93 0.77 7.86 0.02 0.59

31 13.7.29-13.8.4 70 44 8 12 - 0.09 0.61 0.39 2.00 0.70 5.55 - 0.68

32 13.8.5-13.8.11 70 44 8 12 0.06 0.05 0.84 0.59 2.52 0.73 4.32 - 0.91
33 13.8.12-13.8.18 70 44 8 12 0.03 0.70 0.50 0.16 2.07 0.84 2.66 - 0.36

34 13.8.19-13.8.25 70 44 8 12 - 0.93 0.98 0.57 1.75 0.89 1.64 - 0.61

35 13.8.26-13.9.1 70 44 8 12 - 1.02 1.64 0.64 2.02 0.36 1.55 - 0.80

36 13.9.2-13.9.8 70 44 8 12 - 1.05 2.64 0.80 3.41 0.66 1.82 0.02 0.45
37 13.9.9-13.9.15 70 44 8 12 - 1.07 1.64 1.00 3.27 0.66 1.95 - 0.41

38 13.9.16-13.9.22 70 44 8 12 - 1.16 1.32 0.84 2.41 0.77 1.52 - 0.43

39 13.9.23-13.9.29 70 44 8 12 0.01 1.59 0.75 0.70 3.39 0.43 1.25 0.02 0.43

40 13.9.30-13.10.6 70 44 8 12 - 1.89 0.82 1.36 4.70 1.11 1.36 - 0.45
41 13.10.7-13.10.13 70 44 8 12 0.01 2.18 1.05 0.77 3.41 0.77 1.93 - 0.57

42 13.10.14-13.10.20 70 44 8 12 0.07 1.52 1.02 0.86 4.36 0.89 1.48 - 0.45

43 13.10.21-13.10.27 70 44 8 12 0.13 1.07 1.07 0.86 7.45 0.80 1.73 0.02 0.41
44 13.10.28-13.11.3 70 44 8 12 0.01 1.02 0.84 0.82 8.18 1.30 2.00 0.02 0.27

45 13.11.4-13.11.10 70 44 8 12 - 0.98 0.61 0.75 7.11 1.18 1.75 - 0.52

46 13.11.11-13.11.17 70 44 8 12 0.01 1.14 0.59 1.27 6.68 1.09 1.66 0.02 0.61

47 13.11.18-13.11.24 70 44 8 12 0.09 1.30 0.41 0.75 7.23 1.23 1.39 - 0.52
48 13.11.25-13.12.1 70 44 8 12 0.11 1.02 0.55 1.18 8.05 1.52 1.43 - 0.48

49 13.12.2-13.12.8 70 44 8 12 0.30 1.27 1.14 1.30 8.75 2.36 1.16 - 0.30

50 13.12.9-13.12.15 70 44 8 12 0.54 1.34 1.18 1.75 10.77 1.86 1.27 - 0.52

51 13.12.16-13.12.22 70 44 8 12 2.19 1.39 1.20 1.84 10.84 2.14 1.30 - 0.48
52 13.12.23-13.12.29 70 44 8 12 5.30 1.39 0.86 1.02 7.27 2.05 0.80 - 0.27

定点数

週 期間

疾患名
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インフル
エンザ

小児科 眼科 基幹 百日咳
ヘルパン
ギーナ

流行性
耳下腺炎

急性出血
性結膜炎

流行性角
結膜炎

細菌性
髄膜炎

無菌性
髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞ
ﾏ肺炎

ｸﾗﾐｼﾞｱ
肺炎

1 12.12.31-13.1.6 70 44 8 12 - - 0.27 0.50 0.13 - - 0.25 -
2 13.1.7-13.1.13 70 44 8 12 - 0.14 0.50 0.50 0.25 0.08 - 0.33 -

3 13.1.14-13.1.20 70 44 8 12 - 0.23 0.52 0.63 0.38 - 0.08 0.25 -

4 13.1.21-13.1.27 70 44 8 12 - 0.11 0.25 0.75 0.13 - 0.08 0.42 -

5 13.1.28-13.2.3 70 44 8 12 - 0.14 0.41 1.13 0.38 - - 0.42 -
6 13.2.4-13.2.10 70 44 8 12 0.02 0.55 0.48 1.00 0.13 - - 0.17 -

7 13.2.11-13.2.17 70 44 8 12 - 0.09 0.32 0.50 0.13 - - 0.33 -

8 13.2.18-13.2.24 70 44 8 12 - 0.20 0.41 0.88 0.13 - - 0.17 -

9 13.2.25-13.3.3 70 44 8 12 - 0.34 0.64 0.13 0.25 - - 0.25 -
10 13.3.4-13.3.10 70 44 8 12 0.02 0.48 0.73 0.38 0.25 - - 0.33 -

11 13.3.11-13.3.17 70 44 8 12 0.02 0.23 0.66 0.50 0.25 0.08 - - -

12 13.3.18-13.3.24 70 44 8 12 - 0.32 0.50 0.75 0.75 - - 0.33 -
13 13.3.25-13.3.31 70 44 8 12 0.05 0.52 0.50 0.50 0.75 - - 0.33 -

14 13.4.1-13.4.7 70 44 8 12 - 0.52 0.64 0.13 0.88 - - 0.83 -

15 13.4.8-13.4.14 70 44 8 12 - 0.68 0.36 0.50 0.38 - - 0.67 -

16 13.4.15-13.4.21 70 44 8 12 0.02 0.45 0.39 0.25 0.88 - - 0.17 -
17 13.4.22-13.4.28 70 44 8 12 - 0.32 0.64 0.63 0.88 - - 0.50 -

18 13.4.29-13.5.5 70 44 8 12 - 0.23 0.39 0.88 0.38 - - 0.33 -

19 13.5.6-13.5.12 70 44 8 12 - 0.23 0.73 0.25 0.38 0.08 - 0.25 -

20 13.5.13-13.5.19 70 44 8 12 - 0.34 0.73 0.50 0.63 - - 0.17 -
21 13.5.20-13.5.26 70 44 8 12 - 0.27 0.36 0.75 1.13 - 0.08 0.50 -

22 13.5.27-13.6.2 70 44 8 12 0.02 0.18 0.64 1.50 1.13 - 0.08 0.50 0.08

23 13.6.3-13.6.9 70 44 8 12 - 0.55 0.45 0.75 1.50 - - 0.33 -

24 13.6.10-13.6.16 70 44 8 12 - 0.61 0.25 0.88 0.75 - 0.17 0.58 -
25 13.6.17-13.6.23 70 44 8 12 - 0.59 0.66 0.50 0.38 - - 0.33 -

26 13.6.24-13.6.30 70 44 8 12 - 1.14 0.41 0.88 0.50 - 0.08 0.50 -

27 13.7.1-13.7.7 70 44 8 12 - 1.14 0.50 0.50 0.63 - 0.25 0.42 -

28 13.7.8-13.7.14 70 44 8 12 - 1.23 0.52 0.25 0.13 - - 0.17 -
29 13.7.15-13.7.21 70 44 8 12 - 0.77 0.48 - 0.38 - - 0.67 -

30 13.7.22-13.7.28 70 44 8 12 - 0.59 0.57 0.13 0.75 - - 0.50 -

31 13.7.29-13.8.4 70 44 8 12 - 0.52 0.41 - - - 0.08 0.25 -

32 13.8.5-13.8.11 70 44 8 12 - 0.32 0.45 0.25 1.38 - 0.08 0.25 -
33 13.8.12-13.8.18 70 44 8 12 - 0.30 0.23 0.13 1.00 - 0.08 0.33 -

34 13.8.19-13.8.25 70 44 8 12 - 0.09 0.20 0.25 0.75 - 0.25 0.08 -

35 13.8.26-13.9.1 70 44 8 12 - 0.18 0.30 - 0.75 - - 0.08 -

36 13.9.2-13.9.8 70 44 8 12 - 0.07 0.32 - 1.63 0.08 0.08 0.17 -
37 13.9.9-13.9.15 70 44 8 12 0.05 0.09 0.23 0.25 1.75 - - 0.17 -

38 13.9.16-13.9.22 70 44 8 12 - 0.11 0.34 - 2.38 - 0.08 0.08 -

39 13.9.23-13.9.29 70 44 8 12 0.02 0.05 0.27 0.25 1.00 - - 0.17 -

40 13.9.30-13.10.6 70 44 8 12 0.07 0.05 0.43 0.13 1.25 - 0.17 - -
41 13.10.7-13.10.13 70 44 8 12 - 0.05 0.18 - 1.75 - 0.08 0.08 -

42 13.10.14-13.10.20 70 44 8 12 - 0.02 0.39 - 1.25 - 0.08 0.17 -

43 13.10.21-13.10.27 70 44 8 12 - 0.02 0.27 0.13 1.00 - - 0.17 -
44 13.10.28-13.11.3 70 44 8 12 - 0.09 0.34 - 0.88 - - 0.33 -

45 13.11.4-13.11.10 70 44 8 12 - - 0.64 0.25 0.38 - - - -

46 13.11.11-13.11.17 70 44 8 12 0.02 - 0.59 0.13 1.00 - - 0.25 -

47 13.11.18-13.11.24 70 44 8 12 0.05 - 0.52 - 1.63 - - - -
48 13.11.25-13.12.1 70 44 8 12 - - 0.89 - 0.50 - - - -

49 13.12.2-13.12.8 70 44 8 12 - 0.05 0.95 - 0.88 - 0.08 0.08 -

50 13.12.9-13.12.15 70 44 8 12 - - 0.64 - 2.50 - - 0.17 -

51 13.12.16-13.12.22 70 44 8 12 0.02 - 0.32 0.25 0.88 - - 0.17 -
52 13.12.23-13.12.29 70 44 8 12 0.02 - 0.48 0.13 0.88 - 0.08 0.17 -

疾患名定点数

週 期間
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（3）定点把握対象感染症（月報）の患者報告数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（4）定点把握対象感染症（月報）の定点当たり患者報告数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 10 12 8 2 9 1月 12 62 4 - -
2月 10 10 5 1 7 2月 12 48 1 - -
3月 10 22 9 3 7 3月 12 58 - - -
4月 10 14 8 - 3 4月 12 63 9 - -
5月 10 20 6 3 3 5月 12 52 6 - -
6月 10 26 4 1 5 6月 12 59 4 - -
7月 10 24 1 1 10 7月 12 63 4 1 -
8月 10 20 11 3 9 8月 12 49 4 - -
9月 10 22 7 4 6 9月 12 63 1 - -

10月 10 25 7 - 3 10月 12 53 3 - -
11月 10 26 11 5 11 11月 12 59 6 - -
12月 10 17 11 1 3 12月 12 63 2 - -

合計 238 88 24 76 合計 144 692 44 1 0
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1月 10 1.2 0.8 0.2 0.9 1月 12 5.17 0.33 - -

2月 10 1.0 0.5 0.1 0.7 2月 12 4.00 0.08 - -

3月 10 2.2 0.9 0.3 0.7 3月 12 4.83 - - -

4月 10 1.4 0.8 - 0.3 4月 12 5.25 0.75 - -

5月 10 2.0 0.6 0.3 0.3 5月 12 4.33 0.50 - -

6月 10 2.6 0.4 0.1 0.5 6月 12 4.92 0.33 - -

7月 10 2.4 0.1 0.1 1.0 7月 12 5.25 0.33 0.08 -

8月 10 2.0 1.1 0.3 0.9 8月 12 4.08 0.33 - -
9月 10 2.2 0.7 0.4 0.6 9月 12 5.25 0.08 - -

10月 10 2.5 0.7 - 0.3 10月 12 4.42 0.25 - -

11月 10 2.6 1.1 0.5 1.1 11月 12 4.92 0.50 - -

12月 10 1.7 1.1 0.1 0.3 12月 12 5.25 0.17 - -
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Ⅲ 医療機関病原菌検出情報 
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医療機関病原菌検出情報（月報及び年報） 

 

 

  「長崎県感染症発生動向調査実施要綱」に基づき、長崎県感染症情報センター機能の一環と

して、地域の中核医療機関の臨床検査室（微生物部門）から検出される病原菌において、病

原菌検出状況報告書（毎月報告）を集計し、その結果を医療機関に還元することにより、良

質かつ適切な医療の提供に寄与し、感染症発生の未然防止及びまん延防止を目的とする。 
 
 
 対象医療機関は以下のとおり 
  長崎大学病院 
  佐世保共済病院 
  市立大村市民病院 
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ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性
Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
－

Ｐ
ＩＳ

Ｐ
Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
－

Ｐ
ＩＳ

Ｐ
以

外

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃｔ

ｅ
ｒｉ

ｕ
ｍ

　
ｓｐ

ｐ
．

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃｏ
ｌｉ

　
そ

の
他

，
不

明

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

そ
の

他

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａ
ｒ．

Ｙ
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａ
ｒ．

Ｘ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａｃ

ｔｏ
ｒ　

ｃｏ
ｌｉ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ

ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ

種
別

せ
ず

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
&

Ｏ
１

３
９

以
外

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
３

９
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）
＊

＊

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

毒
素

原
性

（
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（Ｅ
Ｐ

Ｅ
Ｃ

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃｏ

ｌｉ
腸

管
出

血
性

（
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｃ
／

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

３
，

１
０

（
Ｅ

１
，

Ｅ
２

，
Ｅ

３
）

コ
ー

ド

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

９
（
Ｄ

１
）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ

菌
種

・
群

・
型

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｐ
ａｒ

ａｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ 
A

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
７

（
Ｃ

１
，

Ｃ
４

）
Ｓ

ａｌ
ｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
４

（
Ｂ

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

３
９

，
Ｃ

Ｔ
（
＋

）
＊

＊

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

組
織

侵
入

性
（
Ｅ

ＩＥ
Ｃ

）

Ｃ
ｒｙ

ｐ
ｔｏ

ｓｐ
ｏ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｓｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

不
明

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ

ｔａ
ｍ

ｏ
ｅ
ｂ
ａ　

ｈ
ｉｓ

ｔｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃ
ａ

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
１

３
（
Ｇ

１
，

Ｇ
２

）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
そ

の
他

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

３
：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ

ｃ
ａ

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ　

群
不

明

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

コ
ー

ド

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｐ
ａｒ

ａｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃｕ

ｓ
Ｖ

ｉｂ
ｒｉ

ｏ
　

ｆｌ
ｕ

ｖ
ｉａ

ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｍ
ｉｍ

ｉｃ
ｕ

ｓ

3
Ｓ

ｔａ
ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ

ｇ
ｅ
ｎ

ｓ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ

ｕ
ｓ

11

4

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ
ｉｌ
ａ
／

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ
種

別
せ

ず

Ｐ
ｌｅ

ｓｉ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａｓ
　

ｓｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ

ｅ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ

ｉ

検
出

1
12

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｔｈ

ｕ
ｒｉ

ｎ
ｇ
ｉｅ

ｎ
ｓｉ

ｓ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ

ｕ
ｍ

　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ

ｕ
ｍ

　
Ｅ

以
外

ヒ
ト
由

来

2

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｃｙ

ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

P
R
S
P
／

P
IS

P
P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

ヒ
ト
由

来
ヒ

ト
由

来
検

出

3

海
外

旅
行

者

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

（
　

　
）

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

そ
の

他

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

検
出

Ｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B
Ｎ

ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｃｙ

ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

5ヒ
ト
由

来
海

外
旅

行
者

検
出

検
出

海
外

旅
行

者

1ヒ
ト
由

来

3 1
0

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

61 2
3

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃ
ｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ｂ

4

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ　
ｇ
ｏ
ｎ

ｏ
ｒｈ

ｏ
ｅ
ａｅ

3

8

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ　
Ａ

海
外

旅
行

者

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａｓ
　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

3
55

1

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

8 2

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A

X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0
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病
原

微
生

物
検

出
報

告
書

書
式

３
Ｂ

分
離

材
料

：
糞

便
分

離
材

料
：
糞

便
（
つ

づ
き

）
分

離
材

料
：
髄

液
分

離
材

料
：
血

液

０
０

３
３

０
１

０
０

１
０

０
１

０
０

４
３

０
１

１
１

８
０

０
３

０
０

６
３

０
１

０
３

０
０

０
４

０
０

７
３

０
１

１
０

６
４

２
６

０
０

８
３

０
２

４
５

１
１

１
８

１
０

１
３

０
２

２
２

６
０

３
０

１
０

２
３

０
２

０
３

２
１

０
６

１
０

４
３

０
２

４
５

２
１

０
２

１
０

５
３

０
３

０
３

８
４

５
１

１
０

６
３

０
３

２
２

６
１

０
７

３
０

３
４

２
１

１
０

８
３

０
３

０
３

２
１

０
９

３
０

４
４

５
２

１
１

０
３

０
５

０
３

８
１

１
２

４
０

１
４

２
２

１
１

６
４

０
２

０
４

２
１

３
２

４
０

３
１

３
３

２
０

２
分

離
材

料
：
喀

痰
、

気
管

吸
引

液
お

よ
び

下
気

道
か

ら
の

材
料

２
０

３
（
）
＊

：
海

外
旅

行
者

分
再

掲
分

離
材

料
：
咽

頭
お

よ
び

鼻
咽

喉
か

ら
の

材
料

２
０

４
＊

　
　

Ｖ
ｅ
ｒｏ

毒
素

産
生

性
を

確
認

し
た

例
に

つ
い

て
検

出
数

を
記

入
し

て
２

０
５

　
　

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

裏
面

の
E
H

E
C

/
V

T
E
C

情
報

記
入

欄
に

現
時

点
で

１
０

９
２

０
６

　
　

分
か

る
範

囲
の

情
報

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

７
２

０
７

１
１

８
２

１
３

＊
＊

V
.c

ho
le

ra
e

 O
1
3
9
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
裏

面
の

「
V

.c
ho

le
ra

e
０

３
０

１
１

９
２

１
４

　
　

O
1
3
9
情

報
」
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

１
１

１
８

２
１

５
４

５
２

０
３

９
２

１
６

分
離

材
料

：
穿

刺
液

（
胸

水
、

腹
水

、
関

節
液

な
ど

）
０

３
８

１
０

２
２

１
７

０
３

６
４

２
２

２
１

８
０

４
２

２
１

９
０

０
１

４
５

１
２

２
０

１
１

９
１

０
９

２
２

１
１

１
８

２
２

６
２

２
２

０
３

０
０

３
１

２
２

３
１

０
２

０
３

２
２

２
４

１
６

３
４

５
２

２
２

５
４

５
１

０
３

８
４

５
１

２
２

６
分

離
材

料
：
尿

４
２

２
２

２
６

４
２

１
１

２
５

２
２

７
４

５
２

２
２

８
０

３
８

０
０

１
２

２
９

４
２

２
１

７
６

分
離

材
料

：
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
（
分

泌
）
物

２
３

０
１

２
５

１
１

９
２

３
１

４
２

３
１

０
２

０
２

９
４

５
１

０
３

２
２

２
６

１
７

９
４

２
１

１
２

４
４

２
４

４
２

５
４

２
５

１
６

２

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

不
明

2

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

以
外

A
na

er
ob

es

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性

1
13

菌
種

・
群

・
型

ヒ
ト
由

来
検

出

1

P
R
S
P
／

P
IS

P
P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外
Ｃ

ｏ
ｒｙ

ｎ
ｅ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ

ｍ
　

ｄ
ｉｐ

ｈ
ｔｈ

ｅ
ｒｉ

ａ
ｅ

合
　

　
　

　
　

　
計

海
外

旅
行

者

ヒ
ト
由

来

検
出

海
外

旅
行

者

ヒ
ト
由

来

2

検
出 2

菌
種

・
群

・
型

コ
ー

ド

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

そ
の

他
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｓｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

1

Ｅ
ｎ
ｔａ

ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　

ｈ
ｉｓ

ｔｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃａ

Ｃ
ｒｙ

ｐ
ｔｏ

ｓｐ
ｏ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
Ｇ

ｉａ
ｒｄ

ｉａ
　

ｌａ
ｍ

ｂ
ｌｉ
ａ

合
　

　
　

　
　

　
計

5

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

1

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）
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ト
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来
検

出
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外
旅

行
者
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yc
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sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ

ｅ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

毒
素

原
性

（
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（
Ｅ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

腸
管

出
血

性
（
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｃ
／

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

）

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｊｅ
ｊｕ

ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ
／

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ
種

別
せ

ず

Ｐ
ｌｅ

ｓｉ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ

ｅ
ｓ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

コ
ー

ド

Ｂ
ａｃ

ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ

ｕ
ｓ

Ｂ
ａｃ

ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｔｈ

ｕ
ｒｉ

ｎ
ｇ
ｉｅ

ｎ
ｓｉ

ｓ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ
ｕ

ｍ
　

Ｅ
Ｃ

ｌｏ
ｓｔ

ｒｉ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ
ｕ

ｍ
　

Ｅ
以

外

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ
ｉ／

ｃ
ｏ
ｌｉ

種
別

せ
ず

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｐ
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ｕ

ｓ　
ｉｎ
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ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

3

0
合

　
　

　
　

　
　

計

Ｅ
ｓｃ

ｈ
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Ｅ
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ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
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ｏ
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明
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ｈ
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ｂ
ｏ
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）

Ｓ
ａ
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ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
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ｈ
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ｏ
ｐ
ｈ
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ｕ
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ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
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．
Ｙ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
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ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
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S
P
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Ｎ
ｅ
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ａ　
ｍ

ｅ
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ｇ
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ｉｄ
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ａ
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ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
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Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ
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Ａ
ｅ
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ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｐ
ａｒ

ａ
ｈ

ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｆｌ
ｕ

ｖ
ｉａ

ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｍ
ｉｍ

ｉｃ
ｕ

ｓ
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S
P
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外

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
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ｃ
ｏ
ｌｉ

組
織
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性
（
Ｅ

ＩＥ
Ｃ

）

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

菌
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・
群

・
型

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

菌
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・
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・
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コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
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コ
ー

ド
ヒ
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来
検
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海

外
旅

行
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1
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外

旅
行
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Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
&
Ｏ

１
３

９
以

外
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
３

９
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）
＊

＊
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

３
９

，
Ｃ

Ｔ
（
＋

）
＊

＊

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
そ

の
他

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
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ａ
　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
７

（
Ｃ

１
，

Ｃ
４

）
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
４

（
Ｂ

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ

ｃ
ａ

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

３
：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ａ

コ
ー

ド

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

群
不

明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

３
（
Ｇ

１
，

Ｇ
２

）

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｃｏ
ｌｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

３
，

１
０

（
Ｅ

１
，

Ｅ
２

，
Ｅ

３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

９
（
Ｄ

１
）

菌
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・
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・
型

B
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de
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 p

er
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is

H
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m
op

hi
lu

s　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｎ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃｏ
ｌｉ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

そ
の

他

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ

ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

コ
ー

ド

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ａ
ｃ
ｉｎ

ｅ
ｔｏ

ｂ
ａｃ

ｔｅ
ｒ　

ｓｐ
ｐ
．

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａｓ
　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

Ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｓｐ

ｐ
．

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性
Ｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ
Ｃ

ａ
ｎ

ｄ
ｉｄ

ａ
　

ａｌ
ｂ
ｉｃ

ａ
ｎ

ｓ
合

　
　

　
　

　
　

計
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5

7

４
５

３
6

合
　

　
　

　
　

　
計

コ
ー
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ヒ

ト
由

来

1
0
0

検
出

海
外

旅
行

者

海
外

旅
行

者

4
5
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P
R
S
P
／

P
IS

P

7

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ａ

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ｂ

Ｐ
ｌａ

ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ａ
ｎ

ａｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外
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来
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4

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ　
ｇ
ｏ
ｎ

ｏ
ｒｈ

ｏ
ｅ
ａｅ

菌
種
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群

・
型

Ａ
ｎ

ａｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

M
yc

op
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sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

2
5

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ

ｍ
　

ｔｕ
ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

2
1

Ｕ
ｒｅ

ａ
ｐ
ｌｓ

ｍ
ａ

Ｃ
ｈ

ｉａ
ｍ

ｙ
ｄ
ｉａ

　
ｔｒ

ａ
ｃ
ｈ

ｏ
ｍ

ａ
ｔｉ

ｓ
Ｓ

ｔｅ
ｒｐ

ｔｏ
ｃｏ

ｃｃ
ｕ

ｓ
　

Ｂ
1

Ｃ
ａ
ｎ

ｄ
ｉｄ

ａ
　

ａ
ｌｂ

ｉｃ
ａ
ｎ

ｓ
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ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ

Ｐ
ｌｅ

ｓｉ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ

ｅ
ｓ

1 2

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｊｅ
ｊｕ

ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ
／

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ
種

別
せ

ず

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

以
外

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｃｏ
ｌｉ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ
ｉ／

ｃ
ｏ
ｌｉ

種
別

せ
ず

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

そ
の

他

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

組
織

侵
入

性
（
Ｅ

ＩＥ
Ｃ

）

菌
種

・
群

・
型

コ
ー

ド
ヒ

ト
由

来
検

出
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｓｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｉ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｍ
ｉｍ

ｉｃ
ｕ

ｓ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

腸
管

出
血

性
（
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｃ
／

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

　
そ

の
他

，
不

明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

３
，

１
０

（
Ｅ

１
，

Ｅ
２

，
Ｅ

３
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ
ｔａ

ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　

ｈ
ｉｓ

ｔｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃａ

コ
ー

ド

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

菌
種

・
群

・
型

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

ヒ
ト
由

来

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
７

（
Ｃ

１
，

Ｃ
４

）
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）

コ
ー

ド
検

出
海

外
旅

行
者

ヒ
ト
由

来

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

９
（
Ｄ

１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

３
（
Ｇ

１
，

Ｇ
２

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

1

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｘ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

そ
の

他
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

2

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
４

（
Ｂ

）
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｙ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

毒
素

原
性

（
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（
Ｅ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｂ
ａｃ

ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｔｈ

ｕ
ｒｉ

ｎ
ｇ
ｉｅ

ｎ
ｓｉ

ｓ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ
ｕ

ｍ
　

Ｅ
Ｃ

ｌｏ
ｓｔ

ｒｉ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ
ｕ

ｍ
　

Ｅ
以

外

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

群
不

明

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
&
Ｏ

１
３

９
以

外
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
３

９
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）
＊

＊

Ｂ
ａｃ

ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ

ｕ
ｓ

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ

ｃ
ａ

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

３
９

，
Ｃ

Ｔ
（
＋

）
＊

＊
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

３
：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

4 3
1 ヒ

ト
由

来

9 5 6

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

1
5

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｐ
ａｒ

ａ
ｈ

ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
そ

の
他

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｆｌ
ｕ

ｖ
ｉａ

ｌｉ
ｓ

1
Ｃ

ｒｙ
ｐ
ｔｏ

ｓｐ
ｏ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

不
明

海
外

旅
行

者
検

出
海

外
旅

行
者

7

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ　
Ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌ ｉ

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

3

海
外

旅
行

者
検

出
9

1

3 5
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病
原

微
生

物
検

出
報

告
書

書
式

３
Ｂ

分
離

材
料

：
糞

便
分

離
材

料
：
糞

便
（
つ

づ
き

）
分

離
材

料
：
髄

液
分

離
材

料
：
血

液

０
０

３
３

０
１

０
０

１
０

０
１

０
０

４
３

０
１

１
１

８
０

０
３

０
０

６
３

０
１

０
３

０
０

０
４

０
０

７
３

０
１

１
０

６
４

２
６

０
０

８
３

０
２

４
５

１
１

１
８

１
０

１
３

０
２

２
２

６
０

３
０

１
０

２
３

０
２

０
３

２
１

０
６

１
０

４
３

０
２

４
５

２
１

０
２

１
０

５
３

０
３

０
３

８
４

５
１

１
０

６
３

０
３

２
２

６
１

０
７

３
０

３
４

２
１

１
０

８
３

０
３

０
３

２
１

０
９

３
０

４
４

５
２

１
１

０
３

０
５

０
３

８
１

１
２

４
０

１
４

２
２

１
１

６
４

０
２

０
４

２
１

３
２

４
０

３
１

３
３

２
０

２
分

離
材

料
：
喀

痰
、

気
管

吸
引

液
お

よ
び

下
気

道
か

ら
の

材
料

２
０

３
（
）
＊

：
海

外
旅

行
者

分
再

掲
分

離
材

料
：
咽

頭
お

よ
び

鼻
咽

喉
か

ら
の

材
料

２
０

４
＊

　
　

Ｖ
ｅ
ｒｏ

毒
素

産
生

性
を

確
認

し
た

例
に

つ
い

て
検

出
数

を
記

入
し

て
２

０
５

　
　

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

裏
面

の
E
H

E
C

/
V

T
E
C

情
報

記
入

欄
に

現
時

点
で

１
０

９
２

０
６

　
　

分
か

る
範

囲
の

情
報

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

７
２

０
７

１
１

８
２

１
３

＊
＊

V
.c

ho
le

ra
e

 O
1
3
9
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
裏

面
の

「
V

.c
ho

le
ra

e
０

３
０

１
１

９
２

１
４

　
　

O
1
3
9
情

報
」
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

１
１

１
８

２
１

５
４

５
２

０
３

９
２

１
６

分
離

材
料

：
穿

刺
液

（
胸

水
、

腹
水

、
関

節
液

な
ど

）
０

３
８

１
０

２
２

１
７

０
３

６
４

２
２

２
１

８
０

４
２

２
１

９
０

０
１

４
５

１
２

２
０

１
１

９
１

０
９

２
２

１
１

１
８

２
２

６
２

２
２

０
３

０
０

３
１

２
２

３
１

０
２

０
３

２
２

２
４

１
６

３
４

５
２

２
２

５
４

５
１

０
３

８
４

５
１

２
２

６
分

離
材

料
：
尿

４
２

２
２

２
６

４
２

１
１

２
５

２
２

７
４

５
２

２
２

８
０

３
８

０
０

１
２

２
９

４
２

２
１

７
６

分
離

材
料

：
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
（
分

泌
）
物

２
３

０
１

２
５

１
１

９
２

３
１

４
２

３
１

０
２

０
２

９
４

５
１

０
３

２
２

２
６

１
７

９
４

２
１

１
２

４
４

２
４

４
２

５
４

２
５

１
６

２

4
Ｎ

ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ　
ｇ
ｏ
ｎ

ｏ
ｒｈ

ｏ
ｅ
ａｅ

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ｂ

2
6

8
1
1

9

コ
ー

ド

2
コ

ー
ド

3

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

以
外

3

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

A
na

er
ob

es

5 2

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性

M
yc

op
la

sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ

ｅ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｓｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｙ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｘ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

1

Ｖ
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5
年

4
月

分
　

集
計

P
R
S
P
／

P
IS

P

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ　
ｍ

ｏ
ｎ

ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ

ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

3

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B

34 ヒ
ト
由

来
海

外
旅

行
者

検
出8
6
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病
原

微
生

物
検

出
報

告
書

書
式

３
Ｂ

分
離

材
料

：
糞

便
分

離
材

料
：
糞

便
（
つ

づ
き

）
分

離
材

料
：
髄

液
分

離
材

料
：
血

液

０
０

３
３

０
１

０
０

１
０

０
１

０
０

４
３

０
１

１
１

８
０

０
３

０
０

６
３

０
１

０
３

０
０

０
４

０
０

７
３

０
１

１
０

６
４

２
６

０
０

８
３

０
２

４
５

１
１

１
８

１
０

１
３

０
２

２
２

６
０

３
０

１
０

２
３

０
２

０
３

２
１

０
６

１
０

４
３

０
２

４
５

２
１

０
２

１
０

５
３

０
３

０
３

８
４

５
１

１
０

６
３

０
３

２
２

６
１

０
７

３
０

３
４

２
１

１
０

８
３

０
３

０
３

２
１

０
９

３
０

４
４

５
２

１
１

０
３

０
５

０
３

８
１

１
２

４
０

１
４

２
２

１
１

６
４

０
２

０
４

２
１

３
２

４
０

３
１

３
３

２
０

２
分

離
材

料
：
喀

痰
、

気
管

吸
引

液
お

よ
び

下
気

道
か

ら
の

材
料

２
０

３
（
）
＊

：
海

外
旅

行
者

分
再

掲
分

離
材

料
：
咽

頭
お

よ
び

鼻
咽

喉
か

ら
の

材
料

２
０

４
＊

　
　

Ｖ
ｅ
ｒｏ

毒
素

産
生

性
を

確
認

し
た

例
に

つ
い

て
検

出
数

を
記

入
し

て
２

０
５

　
　

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

裏
面

の
E
H

E
C

/
V

T
E
C

情
報

記
入

欄
に

現
時

点
で

１
０

９
２

０
６

　
　

分
か

る
範

囲
の

情
報

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

７
２

０
７

１
１

８
２

１
３

＊
＊

V
.c

ho
le

ra
e

 O
1
3
9
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
裏

面
の

「
V

.c
ho

le
ra

e
０

３
０

１
１

９
２

１
４

　
　

O
1
3
9
情

報
」
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

１
１

１
８

２
１

５
４

５
２

０
３

９
２

１
６

分
離

材
料

：
穿

刺
液

（
胸

水
、

腹
水

、
関

節
液

な
ど

）
０

３
８

１
０

２
２

１
７

０
３

６
４

２
２

２
１

８
０

４
２

２
１

９
０

０
１

４
５

１
２

２
０

１
１

９
１

０
９

２
２

１
１

１
８

２
２

６
２

２
２

０
３

０
０

３
１

２
２

３
１

０
２

０
３

２
２

２
４

１
６

３
４

５
２

２
２

５
４

５
１

０
３

８
４

５
１

２
２

６
分

離
材

料
：
尿

４
２

２
２

２
６

４
２

１
１

２
５

２
２

７
４

５
２

２
２

８
０

３
８

０
０

１
２

２
９

４
２

２
１

７
６

分
離

材
料

：
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
（
分

泌
）
物

２
３

０
１

２
５

１
１

９
２

３
１

４
２

３
１

０
２

０
２

９
４

５
１

０
３

２
２

２
６

１
７

９
４

２
１

１
２

４
４

２
４

４
２

５
４

２
５

１
６

２

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

7

ヒ
ト
由

来

1
29 72

1

コ
ー

ド

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ
　

コ
ア

グ
ラ

ー
ゼ

陰
性

3
Ｓ

ｔａ
ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

検
出

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A

X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

P
R
S
P
／

P
IS

P

Ａ
ｎ

ａ
ｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ
　

型
不

明

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外
0

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｐ
ａｒ

ａ
ｔｙ

ｐ
ｈ

ｉ　
Ａ

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

1

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃｏ
ｌｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（　
　

）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｓｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｉ

検
出

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（　
　

）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

そ
の

他

菌
種

・群
・
型

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

1
1

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｔｈ

ｕ
ｒｉ

ｎ
ｇ
ｉｅ

ｎ
ｓｉ

ｓ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ

ｕ
ｍ

　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ

ｕ
ｍ

　
Ｅ

以
外

Ｅ
ｎ

ｔａ
ｍ

ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　

ｈ
ｉｓ

ｔｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃ
ａ

Ｃ
ｒｙ

ｐ
ｔｏ

ｓｐ
ｏ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
Ｇ

ｉａ
ｒｄ

ｉａ
　

ｌａ
ｍ

ｂ
ｌｉ
ａ

合
　

　
　

　
　

　
計

コ
ー

ド

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ

ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

1 1 3

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｃｅ

ｒｅ
ｕ

ｓ

3

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

そ
の

他
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａ
ｒ．

Ｘ
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａ
ｒ．

Ｙ
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

（
　

　
）

菌
種

・
群

・
型

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
ｉａ

　
ｃｏ

ｌｉ

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

ヒ
ト
由

来

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

組
織

侵
入

性
（
Ｅ

ＩＥ
Ｃ

）
検

出
海

外
旅

行
者

ヒ
ト
由

来
検

出
菌

種
・
群

・
型

コ
ー

ド
菌

種
・群

・
型

コ
ー

ド
海

外
旅

行
者

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

群
不

明
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
そ

の
他

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
７

（
Ｃ

１
，

Ｃ
４

）
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
４

（
Ｂ

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ

ｃ
ａ

Ｃ
ａｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｊｅ
ｊｕ

ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ
／

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ
種

別
せ

ず

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

３
：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

３
９

，
Ｃ

Ｔ
（
＋

）
＊

＊

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｃｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
&
Ｏ

１
３

９
以

外
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
３

９
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）
＊

＊

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

９
（
Ｄ

１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

　
そ

の
他

，
不

明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

３
（
Ｇ

１
，

Ｇ
２

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ 
A

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｐ
ｌｅ

ｓｉ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ

ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｐ
ａ
ｒａ

ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ

ｉ／
ｃ
ｏ
ｌｉ

種
別

せ
ず

Ｃ
ａｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｃｏ
ｌｉ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｆｌ
ｕ

ｖ
ｉａ

ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｍ
ｉｍ

ｉｃ
ｕ

ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ

コ
ー

ド

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

３
，

１
０

（
Ｅ

１
，

Ｅ
２

，
Ｅ

３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

毒
素

原
性

（
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（
Ｅ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

腸
管

出
血

性
（
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｃ
／

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

）

1

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

以
外

A
na

er
ob

es

Ｐ
Ｒ

Ｓ
Ｐ

－
Ｐ

ＩＳ
Ｐ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
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ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ
ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａ
ｒ．

Ｘ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａ
ｅ

　
型

（
　

　
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｃｙ

ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

コ
ー

ド
ヒ

ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B
P
R
S
P
／

P
IS

P

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ
ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａｓ
　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

2

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｓｐ
ｐ
．

1
2ヒ

ト
由

来
検

出
菌

種
・
群

・
型

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

海
外

旅
行

者

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ　
Ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ
1

検
出

海
外

旅
行

者

1
合

　
　

　
　

　
　

計
2

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ

ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

そ
の

他
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｓｏ
ｎ
ｎ

ｅ
ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

　
そ

の
他

，
不

明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

Ｃ
ａｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａｃ

ｔｏ
ｒ　

ｊｅ
ｊｕ

ｎ
ｉ

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｖ
．

Ｃ
ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

３
９

，
Ｃ

Ｔ
（
＋

）
＊

＊
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
３

９
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）
＊

＊

2 1

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
&

Ｏ
１

３
９

以
外

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｐ
ａｒ

ａ
ｈ

ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃｕ

ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ

ｕ
ｍ

　
Ｅ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ

ｕ
ｍ

　
Ｅ

以
外

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ

ｇ
ｅ
ｎ

ｓ
2

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

1
02

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ

ｕ
ｓ

Ｂ
ａ
ｃ
ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｔｈ

ｕ
ｒｉ

ｎ
ｇ
ｉｅ

ｎ
ｓｉ

ｓ

51
Ｓ

ｔａ
ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
Ｓ

ｔａ
ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性
Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
－

Ｐ
ＩＳ

Ｐ
Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
－

Ｐ
ＩＳ

Ｐ
以

外
A

na
er

ob
es

M
yc

op
la

sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ
ｍ

ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型
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病
原

微
生

物
検

出
報

告
書

書
式

３
Ｂ

分
離

材
料

：
糞

便
分

離
材

料
：
糞

便
（
つ

づ
き

）
分

離
材

料
：
髄

液
分

離
材

料
：
血

液

０
０

３
３

０
１

０
０

１
０

０
１

０
０

４
３

０
１

１
１

８
０

０
３

０
０

６
３

０
１

０
３

０
０

０
４

０
０

７
３

０
１

１
０

６
４

２
６

０
０

８
３

０
２

４
５

１
１

１
８

１
０

１
３

０
２

２
２

６
０

３
０

１
０

２
３

０
２

０
３

２
１

０
６

１
０

４
３

０
２

４
５

２
１

０
２

１
０

５
３

０
３

０
３

８
４

５
１

１
０

６
３

０
３

２
２

６
１

０
７

３
０

３
４

２
１

１
０

８
３

０
３

０
３

２
１

０
９

３
０

４
４

５
２

１
１

０
３

０
５

０
３

８
１

１
２

４
０

１
４

２
２

１
１

６
４

０
２

０
４

２
１

３
２

４
０

３
１

３
３

２
０

２
分

離
材

料
：
喀

痰
、

気
管

吸
引

液
お

よ
び

下
気

道
か

ら
の

材
料

２
０

３
（
）
＊

：
海

外
旅

行
者

分
再

掲
分

離
材

料
：
咽

頭
お

よ
び

鼻
咽

喉
か

ら
の

材
料

２
０

４
＊

　
　

Ｖ
ｅ
ｒｏ

毒
素

産
生

性
を

確
認

し
た

例
に

つ
い

て
検

出
数

を
記

入
し

て
２

０
５

　
　

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

裏
面

の
E
H

E
C

/
V

T
E
C

情
報

記
入

欄
に

現
時

点
で

１
０

９
２

０
６

　
　

分
か

る
範

囲
の

情
報

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

７
２

０
７

１
１

８
２

１
３

＊
＊

V
.c

ho
le

ra
e

 O
1
3
9
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
裏

面
の

「
V

.c
ho

le
ra

e
０

３
０

１
１

９
２

１
４

　
　

O
1
3
9
情

報
」
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

１
１

１
８

２
１

５
４

５
２

０
３

９
２

１
６

分
離

材
料

：
穿

刺
液

（
胸

水
、

腹
水

、
関

節
液

な
ど

）
０

３
８

１
０

２
２

１
７

０
３

６
４

２
２

２
１

８
０

４
２

２
１

９
０

０
１

４
５

１
２

２
０

１
１

９
１

０
９

２
２

１
１

１
８

２
２

６
２

２
２

０
３

０
０

３
１

２
２

３
１

０
２

０
３

２
２

２
４

１
６

３
４

５
２

２
２

５
４

５
１

０
３

８
４

５
１

２
２

６
分

離
材

料
：
尿

４
２

２
２

２
６

４
２

１
１

２
５

２
２

７
４

５
２

２
２

８
０

３
８

０
０

１
２

２
９

４
２

２
１

７
６

分
離

材
料

：
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
（
分

泌
）
物

２
３

０
１

２
５

１
１

９
２

３
１

４
２

３
１

０
２

０
２

９
４

５
１

０
３

２
２

２
６

１
７

９
４

２
１

１
２

４
４

２
４

４
２

５
４

２
５

１
６

２

8
62

検
出2 24

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B
P
R
S
P
／

P
IS

P

8
Ｌ

ｉｓ
ｔｅ

ｒｉ
ａ　

ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｃ
ｙ
ｔｏ

ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

長
崎

県
環

境
保

健
研

究
セ

ン
タ

ー

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（
Ｅ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

毒
素

原
性

（
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

組
織

侵
入

性
（
Ｅ

ＩＥ
Ｃ

）
Ｓ

ｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

平
成

2
5
年

8
月

分
　

集
計

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A

X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

病
　

原
　

菌
　

検
　

出
　

状
　

況
　

報
　

告
　

書
　

　
　

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

1
0 1

コ
ー

ド

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ　
Ａ

菌
種

・
群

・
型

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外
0ヒ

ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

コ
ー

ド

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

そ
の

他

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｃ
ｒｙ

ｐ
ｔｏ

ｓｐ
ｏ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ

合
　

　
　

　
　

　
計

Ａ
ｎ

ａｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

P
R
S
P
／

P
IS

P

Iｎ
ｔｒ

ａ
ｃ
ｅ
ｌｌ
ｕ

ｌａ
ｒｅ

　
ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ｌｅ

ｘ

菌
種

・
群

・
型

5
2

Ｎ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

合
　

　
　

　
　

　
計

４
５

３

4

検
出

M
yc

op
la

sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

Ｐ
ｌａ

ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ｂ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ
　

コ
ア

グ
ラ

ー
ゼ

陰
性

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

1
7

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外
31

Ｕ
ｒｅ

ａ
ｐ
ｌｓ

ｍ
ａ

9
Ｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｓｐ

ｐ
．

Ａ
ｎ

ａｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

ヒ
ト
由

来

1
9

コ
ー

ド

8 1
3

合
　

　
　

　
　

　
計

2
4

Ｃ
ｈ

ｉａ
ｍ

ｙ
ｄ
ｉａ

　
ｔｒ

ａ
ｃ
ｈ

ｏ
ｍ

ａ
ｔｉ

ｓ

Ｃ
ａ
ｎ

ｄ
ｉｄ

ａ
　

ａ
ｌｂ

ｉｃ
ａ
ｎ

ｓ
Ｔ

ｒｉ
ｃ
ｈ

ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｖ
ａ
ｇ
ｉｎ

ａ
ｌｉ
ｓ

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

1
0 4

1
4
8

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性
Ｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ
Ｃ

ａ
ｎ

ｄ
ｉｄ

ａ
　

ａｌ
ｂ
ｉｃ

ａ
ｎ

ｓ
合
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）

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

0

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
そ

の
他

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

3 2

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ

ｃ
ａ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

群
不

明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

３
（
Ｇ

１
，

Ｇ
２

）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

コ
ー

ド

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｃｏ
ｌｉ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

３
，

１
０

（
Ｅ

１
，

Ｅ
２

，
Ｅ

３
）

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ
ｉ／

ｃ
ｏ
ｌｉ

種
別

せ
ず

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

組
織

侵
入

性
（
Ｅ

ＩＥ
Ｃ

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（
Ｅ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

腸
管

出
血

性
（
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｃ
／

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

　
そ

の
他

，
不

明

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

９
（
Ｄ

１
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B

合
　

　
　

　
　

　
計

コ
ー

ド

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
７

（
Ｃ

１
，

Ｃ
４

）
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
４

（
Ｂ

）

菌
種

・
群

・
型

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

毒
素

原
性

（
Ｅ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

P
R
S
P
／

P
IS

P
P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｘ

2

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

4 2

2

４
５

３

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性
Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
－

Ｐ
ＩＳ

Ｐ
Ｐ

Ｒ
Ｓ

Ｐ
－

Ｐ
ＩＳ

Ｐ
以

外
A

na
er

ob
es

M
yc

op
la

sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ
ｉａ

ｅ
ヒ

ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ　
ｇ
ｏ
ｎ

ｏ
ｒｈ

ｏ
ｅ
ａｅ

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

2
0

海
外

旅
行

者

Iｎ
ｔｒ

ａ
ｃ
ｅ
ｌｌ
ｕ

ｌａ
ｒｅ

　
ｃ
ｏ
ｍ

ｐ
ｌｅ

ｘ

3

9
8

3
合

　
　

　
　

　
　

計

5

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

2

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ａ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ
ｍ

　
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

コ
ー

ド

5

Ｎ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

B
or

de
te

lla
 p

er
tu

ss
is

海
外

旅
行

者

ヒ
ト
由

来
検

出

Ｐ
ｌａ

ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

P
R
S
P
／

P
IS

P

1
2

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ａ
ｎ

ａｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

検
出

海
外

旅
行

者

ヒ
ト
由

来

7

菌
種

・
群

・
型

P
R
S
P
／

P
IS

P
P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

H
ea

m
op

hi
lu

s　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｐ
ｌａ

ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｃ
ｏ
ｒｙ

ｎ
ｅ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ

ｍ
　

ｄ
ｉｐ

ｈ
ｔｈ

ｅ
ｒｉ

ａ
ｅ

3 1

Ａ
ｎ

ａｅ
ｒｏ

ｂ
ｅ
ｓ

M
yc

op
la

sm
a　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性
Ｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ
Ｃ

ａ
ｎ

ｄ
ｉｄ

ａ
　

ａｌ
ｂ
ｉｃ

ａ
ｎ

ｓ
合

　
　

　
　

　
　

計

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ
　

コ
ア

グ
ラ

ー
ゼ

陰
性

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B
P
R
S
P
／

P
IS

P

1
8

菌
種

・
群

・
型

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ
ｍ

　
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａｃ

ｔｅ
ｒｉ

ｕ
ｍ

　
ａ
ｖ
ｉｕ

ｍ
－

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外
Ａ

ｎ
ａｅ

ｒｏ
ｂ
ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａｓ
　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

5 8

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

65
Ｓ

ｔａ
ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

Ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｓｐ

ｐ
．

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ａ

合
　

　
　

　
　

　
計

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

コ
ー

ド

合
　

　
　

　
　

　
計

84
検

出
海

外
旅

行
者

3
1

病
　

原
　

菌
　

検
　

出
　

状
　

況
　

報
　

告
　

書
　

　
　

長
崎

県
環

境
保

健
研

究
セ

ン
タ

ー

1
0

Ｌ
ｅ
ｇ
ｉｏ

ｎ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｃ
ａ
ｎ

ｄ
ｉｄ

ａ
　

ａ
ｌｂ

ｉｃ
ａ
ｎ

ｓ
Ｔ

ｒｉ
ｃ
ｈ

ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｖ
ａ
ｇ
ｉｎ

ａ
ｌｉ
ｓ

Ｃ
ｈ

ｉａ
ｍ

ｙ
ｄ
ｉａ

　
ｔｒ

ａ
ｃ
ｈ

ｏ
ｍ

ａ
ｔｉ

ｓ

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A

X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ

　
Ｂ

3
5

Ｋ
ｌｅ

ｂ
ｓｉ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｐ
ｎ

ｅ
ｕ

ｍ
ｏ
ｎ

ｉａ
ｅ

1
2 5

Ｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

平
成

2
5
年

1
0
月

分
　

集
計

1
9

合
　

　
　

　
　

　
計
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病
原

微
生

物
検

出
報

告
書

書
式

３
Ｂ

分
離

材
料

：
糞

便
分

離
材

料
：
糞

便
（
つ

づ
き

）
分

離
材

料
：
髄

液
分

離
材

料
：
血

液

０
０

３
３

０
１

０
０

１
０

０
１

０
０

４
３

０
１

１
１

８
０

０
３

０
０

６
３

０
１

０
３

０
０

０
４

０
０

７
３

０
１

１
０

６
４

２
６

０
０

８
３

０
２

４
５

１
１

１
８

１
０

１
３

０
２

２
２

６
０

３
０

１
０

２
３

０
２

０
３

２
１

０
６

１
０

４
３

０
２

４
５

２
１

０
２

１
０

５
３

０
３

０
３

８
４

５
１

１
０

６
３

０
３

２
２

６
１

０
７

３
０

３
４

２
１

１
０

８
３

０
３

０
３

２
１

０
９

３
０

４
４

５
２

１
１

０
３

０
５

０
３

８
１

１
２

４
０

１
４

２
２

１
１

６
４

０
２

０
４

２
１

３
２

４
０

３
１

３
３

２
０

２
分

離
材

料
：
喀

痰
、

気
管

吸
引

液
お

よ
び

下
気

道
か

ら
の

材
料

２
０

３
（
）
＊

：
海

外
旅

行
者

分
再

掲
分

離
材

料
：
咽

頭
お

よ
び

鼻
咽

喉
か

ら
の

材
料

２
０

４
＊

　
　

Ｖ
ｅ
ｒｏ

毒
素

産
生

性
を

確
認

し
た

例
に

つ
い

て
検

出
数

を
記

入
し

て
２

０
５

　
　

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

裏
面

の
E
H

E
C

/
V

T
E
C

情
報

記
入

欄
に

現
時

点
で

１
０

９
２

０
６

　
　

分
か

る
範

囲
の

情
報

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

７
２

０
７

１
１

８
２

１
３

＊
＊

V
.c

ho
le

ra
e

 O
1
3
9
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
裏

面
の

「
V

.c
ho

le
ra

e
０

３
０

１
１

９
２

１
４

　
　

O
1
3
9
情

報
」
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

１
１

１
８

２
１

５
４

５
２

０
３

９
２

１
６

分
離

材
料

：
穿

刺
液

（
胸

水
、

腹
水

、
関

節
液

な
ど

）
０

３
８

１
０

２
２

１
７

０
３

６
４

２
２

２
１

８
０

４
２

２
１

９
０

０
１

４
５

１
２

２
０

１
１

９
１

０
９

２
２

１
１

１
８

２
２

６
２

２
２

０
３

０
０

３
１

２
２

３
１

０
２

０
３

２
２

２
４

１
６

３
４

５
２

２
２

５
４

５
１

０
３

８
４

５
１

２
２

６
分

離
材

料
：
尿

４
２

２
２

２
６

４
２

１
１

２
５

２
２

７
４

５
２

２
２

８
０

３
８

０
０

１
２

２
９

４
２

２
１

７
６

分
離

材
料

：
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
（
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ｉａ
ｅ

1
2 9

Ｐ
ｌａ

ｓｍ
ｏ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

ヒ
ト
由

来

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
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ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ　

ａ
ｕ
ｒｅ

ｕ
ｓ

（
Ｍ

Ｓ
Ｓ

Ａ
）

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｓｏ
ｎ

ｎ
ｅ
ｉ

Ｅ
ｎ
ｔａ

ｍ
ｏ
ｅ
ｂ
ａ
　

ｈ
ｉｓ

ｔｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃａ

Ｃ
ｒｙ

ｐ
ｔｏ

ｓｐ
ｏ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ

　
群

不
明

Ｇ
ｉａ

ｒｄ
ｉａ

　
ｌａ

ｍ
ｂ
ｌｉ
ａ

合
　

　
　

　
　

　
計

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

病
原

大
腸

菌
血

清
型

（
Ｅ

Ｐ
Ｅ

Ｃ
）

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ
ｉａ

　
ｃ
ｏ
ｌｉ

腸
管

出
血

性
（
Ｅ

Ｈ
Ｅ

Ｃ
／

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｃ

）

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

菌
種

・
群

・
型

コ
ー

ド

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

不
明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｘ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｄ
ｙ
ｓｅ

ｎ
ｔｅ

ｒｉ
ａｅ

　
型

（
　

　
）

海
外

旅
行

者
コ

ー
ド

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ　
Ａ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃｏ
ｃｃ

ｕ
ｓ　

ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｈ
ａｅ

ｍ
ｏ
ｐ
ｈ
ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ　
ｍ

ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

そ
の

他

Ｅ
ｓｃ

ｈ
ｅ
ｒｉ

ｃ
ｈ

ｉａ
　

ｃ
ｏ
ｌｉ

　
そ

の
他

，
不

明

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ　

ｆｌ
ｅ
ｘ
ｎ

ｅ
ｒｉ

　
ｖ
ａｒ

．
Ｙ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ

Ｓ
ｈ

ｉｇ
ｅ
ｌｌ
ａ
　

ｂ
ｏ
ｙ
ｄ
ｉｉ
　

　
　

　
 型

（
　

　
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｐ
ａ
ｒａ

ｔｙ
ｐ
ｈ

ｉ 
A

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
７

（
Ｃ

１
，

Ｃ
４

）
Ｓ

ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
４

（
Ｂ

）

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ
　

コ
ア

グ
ラ

ー
ゼ

陰
性

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
８

（
Ｃ

２
，

Ｃ
３

）

2ヒ
ト
由

来

2

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
そ

の
他

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

３
，

１
０

（
Ｅ

１
，

Ｅ
２

，
Ｅ

３
）

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｅ
ｎ

ｔｅ
ｒｏ

ｃ
ｏ
ｌｉ
ｔｉ

ｃ
ａ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

群
不

明

Ｙ
ｅ
ｒｓ

ｉｎ
ｉａ

　
ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｔｕ

ｂ
ｅ
ｒｃ

ｕ
ｌｏ

ｓｉ
ｓ

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

３
（
Ｇ

１
，

Ｇ
２

）

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｐ
ｅ
ｒｆ

ｒｉ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｐ
ａｒ

ａ
ｈ

ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｌｙ

ｔｉ
ｃ
ｕ
ｓ

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｊｅ
ｊｕ

ｎ
ｉ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ
／

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ
種

別
せ

ず

Ｐ
ｌｅ

ｓｉ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｓｈ
ｉｇ

ｅ
ｌｌ
ｏ
ｉｄ

ｅ
ｓ

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｓ　

ｓｏ
ｂ
ｒｉ

ａ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｆｌ
ｕ

ｖ
ｉａ

ｌｉ
ｓ

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｍ
ｉｍ

ｉｃ
ｕ

ｓ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
以

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

９
（
Ｄ

１
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
９

，
４

６
（
Ｄ

３
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ

　
Ｏ

１
，

３
，

１
９

（
Ｅ

４
）

Ｓ
ａ
ｌｍ

ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｏ
１

８
（
Ｋ

）

Ｂ
ａｃ

ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｃ
ｅ
ｒｅ

ｕ
ｓ

Ｂ
ａｃ

ｉｌ
ｌｕ

ｓ　
ｔｈ

ｕ
ｒｉ

ｎ
ｇ
ｉｅ

ｎ
ｓｉ

ｓ

Ｃ
ｌｏ

ｓｔ
ｒｉ

ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ
ｕ

ｍ
　

Ｅ
Ｃ

ｌｏ
ｓｔ

ｒｉ
ｄ
ｉｕ

ｍ
　

ｂ
ｏ
ｔｕ

ｌｉ
ｎ
ｕ

ｍ
　

Ｅ
以

外

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃ
ｔｏ

ｒ　
ｊｅ

ｊｕ
ｎ
ｉ／

ｃ
ｏ
ｌｉ

種
別

せ
ず

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｏ
ｇ
ａ
ｗ

ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
１

３
９

，
Ｃ

Ｔ
（
＋

）
＊

＊

Ｖ
ｉｂ

ｒｉ
ｏ
　

ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
&
Ｏ

１
３

９
以

外
Ｖ

．
Ｃ

ｈ
ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

１
３

９
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）
＊

＊

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ
　

Ｏ
２

：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
－

）

Ａ
ｅ
ｒｏ

ｍ
ｏ
ｎ

ａ
ｓ　

ｈ
ｙ
ｄ
ｒｏ

ｐ
ｈ

ｉｌ
ａ

Ｖ
．

Ｃ
ｈ

ｏ
ｌｅ

ｒａ
ｅ

　
Ｏ

３
：
Ｅ

ｌ　
Ｔ

ｏ
ｒ，

Ｉｎ
ａ
ｂ
ａ
，

Ｃ
Ｔ

（
＋

）

Ｃ
ａ
ｍ

ｐ
ｙ
ｌｏ

ｂ
ａ
ｃｔ

ｏ
ｒ　

ｃｏ
ｌｉ

ヒ
ト
由

来
検

出
海

外
旅

行
者

1
3 13
62 2
0

海
外

旅
行

者

4 39

検
出2 4 1
0

2

Ｍ
ｙ
ｃ
ｏ
ｂ
ａ
ｃ
ｔｅ

ｒｉ
ｕ

ｍ
　

ｓｐ
ｐ
．

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ

ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ　
ａ
ｕ

ｒｅ
ｕ

ｓ
（
Ｍ

Ｒ
Ｓ

Ａ
）

1
2

A
na

er
ob

es

3

4

1
8

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

1
1

73

7
1
2
6

合
　

　
　

　
　

　
計

2
9

平
成

2
5
年

1
2
月

分
　

集
計

T
E
L
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
6
0

F
A

X
：
0
9
5
7
-
4
8
-
7
5
7
0
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病
原

微
生

物
検

出
報

告
書

書
式

３
Ｂ

分
離

材
料

：
糞

便
分

離
材

料
：
糞

便
（
つ

づ
き

）
分

離
材

料
：
髄

液
分

離
材

料
：
血

液

０
０

３
３

０
１

０
０

１
０

０
１

０
０

４
３

０
１

１
１

８
０

０
３

０
０

６
３

０
１

０
３

０
０

０
４

０
０

７
３

０
１

１
０

６
４

２
６

０
０

８
３

０
２

４
５

１
１

１
８

１
０

１
３

０
２

２
２

６
０

３
０

１
０

２
３

０
２

０
３

２
１

０
６

１
０

４
３

０
２

４
５

２
１

０
２

１
０

５
３

０
３

０
３

８
４

５
１

１
０

６
３

０
３

２
２

６
１

０
７

３
０

３
４

２
１

１
０

８
３

０
３

０
３

２
１

０
９

３
０

４
４

５
２

１
１

０
３

０
５

０
３

８
１

１
２

４
０

１
４

２
２

１
１

６
４

０
２

０
４

２
１

３
２

４
０

３
１

３
３

２
０

２
分

離
材

料
：
喀

痰
、

気
管

吸
引

液
お

よ
び

下
気

道
か

ら
の

材
料

２
０

３
（
）
＊

：
海

外
旅

行
者

分
再

掲
分

離
材

料
：
咽

頭
お

よ
び

鼻
咽

喉
か

ら
の

材
料

２
０

４
＊

　
　

Ｖ
ｅ
ｒｏ

毒
素

産
生

性
を

確
認

し
た

例
に

つ
い

て
検

出
数

を
記

入
し

て
２

０
５

　
　

く
だ

さ
い

。
ま

た
、

裏
面

の
E
H

E
C

/
V

T
E
C

情
報

記
入

欄
に

現
時

点
で

１
０

９
２

０
６

　
　

分
か

る
範

囲
の

情
報

を
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

７
２

０
７

１
１

８
２

１
３

＊
＊

V
.c

ho
le

ra
e

 O
1
3
9
が

検
出

さ
れ

た
場

合
は

、
裏

面
の

「
V

.c
ho

le
ra

e
０

３
０

１
１

９
２

１
４

　
　

O
1
3
9
情

報
」
記

入
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

０
３

１
１

１
８

２
１

５
４

５
２

０
３

９
２

１
６

分
離

材
料

：
穿

刺
液

（
胸

水
、

腹
水

、
関

節
液

な
ど

）
０

３
８

１
０

２
２

１
７

０
３

６
４

２
２

２
１

８
０

４
２

２
１

９
０

０
１

４
５

１
２

２
０

１
１

９
１

０
９

２
２

１
１

１
８

２
２

６
２

２
２

０
３

０
０

３
１

２
２

３
１

０
２

０
３

２
２

２
４

１
６

３
４

５
２

２
２

５
４

５
１

０
３

８
４

５
１

２
２

６
分

離
材

料
：
尿

４
２

２
２

２
６

４
２

１
１

２
５

２
２

７
４

５
２

２
２

８
０

３
８

０
０

１
２

２
９

４
２

２
１

７
６

分
離

材
料

：
陰

部
尿

道
頸

管
擦

過
（
分

泌
）
物

２
３

０
１

２
５

１
１

９
２

３
１

４
２

３
１

０
２

０
２

９
４

５
１

０
３

２
２

２
６

１
７

９
４

２
１

１
２

４
４

２
４

４
２

５
４

２
５

１
６

２

ヒ
ト
由

来

2
9

5
5

3
1
4

合
　

　
　

　
　

　
計

コ
ー

ド
菌

種
・
群

・
型

Ｓ
ｔｅ

ｒｐ
ｔｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃｕ

ｓ
　

Ｂ
Ｎ

ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｇ
ｏ
ｎ

ｏ
ｒｈ

ｏ
ｅ
ａｅ

Ｕ
ｒｅ

ａ
ｐ
ｌｓ

ｍ
ａ

Ｓ
ｔａ

ｐ
ｈ
ｙ
ｌｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
ｕ
ｓ

　
コ

ア
グ

ラ
ー

ゼ
陰

性

P
R
S
P
／

P
IS

P
以

外

St
re

pt
oc

oc
cu

s
　

B
P
R
S
P
／

P
IS

P

長
崎

県
環

境
保

健
研

究
セ

ン
タ

ー

3
5

Ｈ
ａ
ｅ
ｍ

ｏ
ｐ
ｈ

ｉｌ
ｕ

ｓ　
ｉｎ

ｆｌ
ｕ

ｅ
ｎ

ｚａ
ｅ

Ｎ
ｅ
ｉｓ

ｓｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｅ
ｎ

ｉｎ
ｇ
ｉｔ

ｉｄ
ｉｓ

Ｌ
ｉｓ

ｔｅ
ｒｉ

ａ
　

ｍ
ｏ
ｎ

ｏ
ｃｙ

ｔｏ
ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｓ

Ｐ
ｓｅ

ｕ
ｄ
ｏ
ｍ

ｏ
ｎ

ａｓ
　

ａ
ｅ
ｒｕ

ｇ
ｉｎ

ｏ
ｓａ

1

Ｓ
ａｌ

ｍ
ｏ
ｎ

ｅ
ｌｌ
ａ
　

Ｔ
ｙ
ｐ
ｈ

ｉ
Ｓ
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